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平
成
27
年
第
１
回
嘉
島
町
議
会

定
例
会
は
３
月
10
日
か
ら
13
日
ま

で
開
催
。
総
額
41
億
４
０
１
４
万

２
千
円
の
平
成
27
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算
案
な
ど
34
議
案
を
審
議
、

原
案
通
り
可
決
、
同
意
し
、
陳
情

１
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

当
初
予
算
は
、
前
年
度
当
初
予

算
に
比
べ
て
５
億
５
７
２
０
万
円
、

15
・
６
％
増
え
ま
し
た
。
嘉
島
西

小
増
築
施
設
整
備
事
業
２
億
６
１

０
６
万
８
千
円
、
嘉
島
東
部
台
地

と
芝
原
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事

業
２
億
５
０
４
９
万
１
千
円
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
詳
細

は
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

他
の
議
案
は
◇
４
２
０
７
万
２

千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
38
億
３

６
１
３
万
８
千
円
と
す
る
平
成
26

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
◇
町
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の

制
定
◇
介
護
保
険
料
と
国
保
税
を

改
定
す
る
町
介
護
保
険
条
例
と
町

国
民
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

（
26
㌻
参
照
）
な
ど
で
す
。

　

監
査
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う

後
任
と
し
て
、
増
岡
司
氏
（
上
六

嘉
）
と
清
﨑
輝
昭
議
員
（
上
仲

間
）
の
選
任
（
10
㌻
参
照
）
に
同
意
。

採
択
し
た
陳
情
は
、
熊
本
県
ろ
う

者
福
祉
協
会
に
よ
る
「
手
話
言
語

法
」
制
定
を
求
め
る
国
へ
の
意
見

書
提
出
で
す
。

　

一
般
質
問
は
、
境
野
隆
文
、
中

津
芳
春
、
鍋
田
平
の
３
議
員
が
、

住
民
健
診
や
小
中
学
校
の
「
土
曜

授
業
」、「
こ
ど
も
・
子
育
て
環
境

の
充
実
」
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。
詳
し
い
内
容
は
、「
議

会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平成 27 年第１回嘉島町議会定例会

介護保険料、
国保税改定など 34 議案を可決

27年度一般会計
当初予算 41億4014万2千円 前年度当初比

15 . ６％増

荒
木
町
長

　

日
一
日
と
春
の
気
配
を
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

先
日
の
臨
時
議
会
で
議
会
構
成

が
決
ま
り
、
第
16
代
議
会
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
の
第
１
回
の
定
例
会
で
す
。

議
会
と
執
行
部
を
車
の
両
輪
と
し

て
、
町
民
の
負
託
に
応
え
、
町
の

発
展
に
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。「
活
力
と
う
る
お

い
に
満
ち
た
田
園
文
化
都
市
―
住

ん
で
よ
か
っ
た
！　

水
の
郷　

嘉

島
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
と
も

に
ま
ち
づ
く
り
に
が
ん
ば
っ
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
の
町
の
状
況
や
12
月
議
会

か
ら
今
日
ま
で
の
主
な
動
き
を
報

告
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
が
制
定
さ
れ
、

こ
の
法
律
で
「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
及
び
「
地
方
版
総
合
戦
略
」

の
策
定
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
地
方
へ
の
好
循
環
拡
大
に
向
け

た
緊
急
経
済
対
策
」
も
閣
議
決
定

さ
れ
、「
地
方
消
費
喚
起
・
生
活

支
援
型
交
付
金
」
及
び
「
地
方
創

生
型
交
付
金
」
の
二
つ
か
ら
な
る

「
地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活

等
緊
急
支
援
交
付
金
」
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
町
は
こ
う
し
た
国
政
の
流
れ

を
注
視
し
つ
つ
、
交
付
金
を
活
用

し
た「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
」

の
発
行
や
「
地
方
版
総
合
戦
略
」

の
策
定
な
ど
、
町
の
地
域
特
性
を

活
か
し
た
地
方
創
生
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
町
は
平
成
23
年
３
月
、
32
年

ま
で
の
10
年
間
を
期
間
と
す
る
第

５
次
嘉
島
町
総
合
計
画
を
策
定
し
、

基
本
構
想
及
び
前
期
５
年
間
の
基

本
計
画
に
基
づ
い
て
施
策
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
前
期
基
本
計
画
が
平
成
27

年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
基
本
構
想
に
掲
げ
る
町
の

将
来
像
の
実
現
を
図
る
た
め
、
28

年
度
か
ら
５
年
間
の
後
期
基
本
計

画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　

東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
事
業

は
現
在
、
全
体
の
換
地
設
計
、
詳

細
設
計
及
び
区
域
内
の
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
等
を
進
め
て
い
ま
す
。
平

成
27
年
度
以
降
、
換
地
の
個
別
説

明
会
を
進
め
、
関
係
者
の
同
意
を

い
た
だ
け
れ
ば
、
工
事
に
着
手
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
事
業
規
模
、
予
算
規

模
の
い
ず
れ
も
町
に
と
っ
て
は
こ

れ
ま
で
に
な
い
大
事
業
で
す
。
財

政
的
に
も
厳
し
い
中
で
、
相
当
の

事
業
期
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
着
実
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

上
島
芝
原
地
区
の
５
・
３
㌶
も
、

市
街
化
区
域
編
入
な
ど
都
市
計
画

決
定
と
土
地
区
画
整
理
の
事
業
認

可
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
６
月
、
簡
易
水
道
事
業
の

水
源
井
戸
が
井
寺
地
区
東
側
の
水

田
地
帯
の
一
角
に
完
成
し
ま
し
た
。

10
月
に
は
県
の
事
業
認
可
を
取
得

し
、
現
在
、
浄
水
場
用
地
の
購
入

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
中
に
は
基
本
設

計
・
詳
細
設
計
等
を
行
い
、
東
部

町　

政　

報　

告

地　

方　

創　

生

第
５
次
嘉
島
町
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
の
策
定　

　

土
地
区
画
整
理
事
業

（
東
部
台
地
と
芝
原
地
区
）

簡
易
水
道
事
業
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台
地
と
井
寺
・
北
甘
木
地
区
へ
の

水
供
給
に
向
け
て
順
次
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

米
を
中
心
と
し
た
土
地
利
用
型

農
業
の
競
争
力
強
化
を
図
る
県

の
「
く
ま
も
と
土
地
利
用
型
農
業

競
争
力
強
化
事
業
」
に
つ
い
て

は
、
六
嘉
・
大
島
地
区
が
県
の
モ

デ
ル
地
区
指
定
を
受
け
、
昨
年
10

月
「
嘉
島
町
広
域
農
場
推
進
検
討

会
」
を
立
ち
上
げ
、
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
核
と
し
た
効
率

的
な
広
域
農
場
の
構
築
に
向
け
た

準
備
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

２
月
下
旬
か
ら
３
月
13
日
ま
で

実
施
す
る
経
営
所
得
安
定
対
策
等

説
明
会
に
併
せ
て
、
広
域
農
場
設

立
集
落
座
談
会
を
開
催
し
、
農
家

の
方
々
に
町
の
農
業
の
現
状
や
、

法
人
化
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
、
法

人
化
で
ど
う
変
わ
る
の
か
な
ど
を

説
明
、
ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
中
に
は
広
域
農
場

を
設
立
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
を

農
家
の
方
々
か
ら
い
た
だ
き
、
取

り
組
ま
れ
る
場
合
は
、
28
年
度
中

に
農
事
組
合
法
人
を
設
立
で
き
た

ら
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
子
育
て
会
議
を
昨
年
５

月
か
ら
５
回
開
催
、「
嘉
島
町
子

ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
は
、
教
育
・
保
育
施

設
の
基
準
や
、
教
育
・
保
育
の
量

の
見
込
み
と
確
保
の
方
策
な
ど
を

検
討
。
特
に
学
童
保
育
を
含
む
保

育
希
望
の
増
加
へ
の
対
応
な
ど
が

課
題
と
な
り
、
保
育
所
の
増
設
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

旧
保
健
セ
ン
タ
ー
を
、
つ
ど
い
の

広
場
事
業
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
を
実
施
で
き
る

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
改
修
、

整
備
し
、
平
成
27
年
度
か
ら
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会
を

こ
れ
ま
で
２
回
開
催
、
平
成
27
年

度
か
ら
29
年
度
ま
で
の
介
護
保
険

事
業
を
中
心
と
す
る
両
計
画
策
定

を
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

介
護
給
付
費
の
見
込
み
及
び
将
来

設
計
を
し
、
地
域
の
中
で
み
て
い

く
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
い
か
に

充
実
さ
せ
て
い
く
か
を
協
議
し
て

い
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
検

討
結
果
を
踏
ま
え
て
今
議
会
に
議

案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
を
２
月
９
日
開
催
、
国
保
財

政
の
厳
し
さ
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正
、
医
療
状
況
と
特
定
健
診
結
果

を
結
び
付
け
て
作
成
す
る
「
嘉
島

町
保
健
事
業
実
施
計
画
（
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
）」
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
世
帯
の
保
険
料

負
担
に
つ
い
て
は
答
申
を
い
た
だ

き
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
今
議

会
に
議
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

※
26
㌻
参
照

　

上
益
城
５
町
と
阿
蘇
郡
西
原
村

の
６
町
村
に
お
け
る
一
般
廃
棄
物

の
適
正
処
理
等
を
広
域
的
に
推
進

す
る
目
的
で
、「
熊
本
中
央
一
般

廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
促
進
協
議

会
」
が
本
年
４
月
に
発
足
し
ま
す
。

　

こ
の
協
議
会
は
平
成
27
、
28
年

度
の
２
年
間
を
準
備
期
間
と
し
て
、

平
成
29
年
度
か
ら
の
運
営
方
式
や

処
理
施
設
の
建
設
候
補
地
選
定
等

の
協
議
を
進
め
ま
す
。

　

新
処
理
施
設
は
平
成
37
年
度
か

ら
の
稼
働
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
ク
リ
ク
ラ
南
九
州
の

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
精
製
工
場

が
３
月
７
日
、
上
島
地
区
の
ア
ー

ル
エ
ス
エ
ス
本
社
ビ
ル
内
に
竣
工

し
ま
し
た
。
嘉
島
町
の
豊
富
で
水

質
の
良
い
地
下
水
資
源
を
求
め
て

の
操
業
で
す
。
本
町
に
と
っ
て
も
、

税
収
の
増
加
や
緊
急
時
の
飲
料
水

提
供
な
ど
の
地
域
貢
献
を
大
い
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
４
日
に
は
、
印
刷
業
の
株

式
会
社
ハ
タ
ノ
が
下
仲
間
地
区
で
、

本
社
・
工
場
建
設
工
事
の
地
鎮
祭

を
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
工
事
が

順
調
に
進
ん
で
１
年
以
内
の
操
業

開
始
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

広
域
農
場
の
推
進
（
集
落
営

農
組
織
の
大
規
模
化
・
法
人
化
）

子
ど
も
子
育
て
新
制
度

県のモデル地区指定を受け、効率的な広域農場の構築が
検討されている嘉島町の圃場地帯

嘉
島
町
高
齢
者
福
祉
計
画

・
介
護
保
険
事
業
計
画　

嘉
島
町
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会

熊
本
中
央
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
整
備
促
進
協
議
会

ク
リ
ク
ラ
南
九
州

熊
本
工
場
の
竣
工

広報かしま 2015.4
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嘉
島
町
消
防
団
の
平
成
27
年
出

初
式
は
３
月
１
日
、
前
夜
か
ら
の

雨
の
た
め
、
通
常
点
検
は
町
民
体

育
館
、
玉
落
し
競
技
は
体
育
館
前

駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
団
員

総
数
３
６
４
人
の
う
ち
金
澤
清
二

団
長
以
下
２
２
９
人
が
参
加
。
町

民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
日

ご
ろ
か
ら
訓
練
を
重
ね
て
い
る
団

員
は
、
懸
命
に
そ
の
成
果
を
競
い

ま
し
た
。 

※
表
紙
参
照

　

町
民
体
育
館
で
は
、
榮
光
男
副

団
長
を
総
指
揮
者
に
全
員
が
整
列
。

殉
職
団
員
に
黙
と
う
し
た
後
、
荒

木
町
長
が
「
町
の
人
口
は
増
え
、

企
業
進
出
で
昼
間
人
口
も
増
え
て

い
る
。
日
ご
ろ
の
活
動
に
感
謝
し
、

今
後
も
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
、

防
災
の
要
と
し
て
訓
練
を
積
ん
で

い
た
だ
き
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
、

金
澤
団
長
は
、「
防
災
の
最
前
線

に
あ
っ
て
日
夜
訓
練
に
励
ん
で
い

る
。
出
初
式
は
そ
の
成
果
を
発
表

す
る
晴
れ
舞
台
。
最
善
を
尽
く
し

て
ほ
し
い
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
や
表
彰
の
後
、
第
１

分
団
第
３
部
の
山
河
猛
志
部
長
が

力
強
く
選
手
宣
誓
。
幼
光
保
育
園

嘉
島
幼
稚
園
、
嘉
島
保
育
園
の
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
演
技
に
続
い
て
、

通
常
点
検
、
玉
落
し
競
技
は
各
部

ご
と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
お
よ
び
競
技
結
果
は
次
の

通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
熊
本
県
表
彰
】
◇
永
年
勤
続
功

労
章（
消
防
歴
25
年
以
上
の
団
員
）

▽
副
団
長　

榮　

光
男
◇
幼
年
消

防
表
彰　

嘉
島
保
育
園
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ

【
熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

◇
功
績
章
（
消
防
歴
20
年
以
上
の

団
員
）
▽
第
３
分
団
長　

上
野　

裕
之
▽
第
２
分
団
第
１
部　

橋
本　

浩
史
、
水
野　

雅
紀
▽
同
第
２
部　

内
田　

一
美
▽
第
３
分
団
第
１
部　

本
田　

修
久
、
鍬
本　

哲
也
▽
同

第
３
部　

山
野　

誠
▽
第
４
分
団

第
１
部　

安
藤　

洋
、
嶋
田　

強

▽
同
第
２
部　

本
田　

恵
司

◇
勤
績
章
（
消
防
歴
15
年
以
上
の

団
員
）
▽
第
４
分
団
第
３
部
長　

木
田　

健
剛
▽
第
２
分
団
第
２
部　

北
村　

拓
也
▽
同
第
３
部　

小
林　

聖
児
▽
第
３
分
団
第
１
部　

前
田　

太
郎
▽
第
４
分
団
第
２
部　

甲
斐　

康
之
▽
同
第
４
部　

松
本　

修

【
嘉
島
町
表
彰
】

◇
優
良
団
員（
消
防
歴
10
年
以
上
）

▽
第
３
分
団
第
３
部
長　

井
上　

直
人
▽
第
２
分
団
第
３
部
長　

宮

﨑　

竜
太
▽
第
１
分
団
第
１
部
班

長　

亀
鶴　

雅
洋
▽
同
第
３
部
班

長　

田
端　

文
博
▽
第
２
分
団
第

２
部
班
長　

廣
田　

健
二
、
西

郡　

孝
之
▽
同
第
３
部
班
長　

下

内　

祐
誠
▽
第
３
分
団
第
２
部
班

長　

向
井　

大
志
▽
同
第
３
部
班

長　

東　

俊
孝
、
德
永　

貴
宏
▽

第
２
分
団
第
３
部　

吉
川　

秀
巳

▽
第
３
分
団
第
２
部　

福
本　

雅

之
▽
同
第
３
部　

田
端　

孝
夫
▽

第
４
分
団
第
１
部　

友
田　

哲
治
、

鶴
村　

治
末

【
競
技
結
果
】

◇
通
常
点
検
▽
１
位　

第
２
分
団

第
１
部
（
北
甘
木
）
▽
２
位　

第

３
分
団
第
１
部
（
上
島
）
▽
３
位　

第
３
分
団
第
３
部
（
滝
河
原
）

◇
玉
落
し
競
技
▽
１
位　

第
４
分

団
第
１
部
（
高
田
）
▽
２
位　

第

３
分
団
第
２
部
（
鯰
）
▽
３
位　

第
１
分
団
第
２
部
（
下
六
嘉
）

◇
平
成
26
年
年
末
警
戒
▽
１
位　

第
１
分
団
第
１
部
（
井
寺
）
▽
２

位　

第
１
分
団
第
２
部
（
下
六

嘉
）
▽
３
位　

第
４
分
団
第
３
部

（
下
仲
間
）

通常点検で優勝した第２分団第１部 整列、敬礼する町消防団

荒木町長
玉落し競技で優勝した第4分団第1部

金澤団長

年末警戒で優勝した第１分団第１部

町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
―

町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
―

　
　
　
　

　
　
　
　

訓
練
の
成
果
を
競
う

訓
練
の
成
果
を
競
う
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嘉島保育園幼年消防クラブの元気な発表

幼
光
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
通
常
点
検

嘉島幼稚園の幼年消防クラブ 第１分団第３部・山河部長の宣誓

放
水
で
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
飛
ば
す
玉
落
し
競
技

荒
木
町
長
か
ら
通
常
点
検
を
受
け
る
団
員

工
藤
教
育
長
に
よ
る
通
常
点
検

訓
練
の
成
果
を
披
露
す
る
団
員

玉
落
し
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

制
限
時
間
内
で
競
う
玉
落
し

広報かしま 2015.4
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嘉
島
中
の
卒
業
式
は
３
月
14
日
、

同
中
体
育
館
で
行
わ
れ
、83
人
（
男

子
49
人
、
女
子
34
人
）
は一人
ず
つ
、

髙
野
隆
校
長
か
ら
卒
業
証
書
を
受

け
取
り
ま
し
た
。 

※
表
紙
参
照

　

髙
野
校
長
は
、「
辛
い
こ
と
苦

し
い
こ
と
も
自
分
を
鍛
え
成
長
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち

を
持
ち
続
け
、
あ
き
ら
め
ず
に
夢

に
向
か
っ
て
努
力
し
て
ほ
し
い
」

と
式
辞
。
荒
木
町
長
は
、「
将
来

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
社
会
の
中

軸
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
心

か
ら
期
待
し
ま
す
」
と
励
ま
し
た
。

　

卒
業
生
代
表
の
的
場
優
希
さ
ん

は
「
中
学
校
の
３
年
間
で
少
し
大

人
に
近
づ
い
た
気
が
し
ま
す
。
一

生
忘
れ
な
い
思
い
出
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
い
ま
私
た
ち
は
、

先
生
や
後
輩
に
感
謝
し
、
扉
の
向

こ
う
へ
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
す
」
と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

式
が
進
む
に
つ
れ
、
涙
を
見
せ

る
生
徒
も
。
式
後
は
、
涙
を
こ
ら

え
て
全
員
で
合
唱
し
、
家
族
や
先

生
へ
の
感
謝
の
思
い
を
発
表
し
ま

し
た
。
保
護
者
の
多
く
も
生
徒
た

ち
の
歌
や
発
表
に
涙
ぐ
ん
で
い
ま

し
た
。

卒業証書を受け取る卒業生

卒業

卒業生代表の的場さん 荒木町長 髙野校長

「
新
た
な
一
歩
踏
み
出
す
」

「
新
た
な
一
歩
踏
み
出
す
」

嘉
島
中
学
校

嘉
島
中
学
校

卒
業
生
全
員
に
よ
る
大
合
唱
。

涙
を
こ
ら
え
て
歌
い
ま
し
た
。

思い出と感謝の気持ちを発表する卒業生 姿勢よく神妙な表情の卒業生

　

嘉
島
東
小
の
卒

業
式
は
３
月
23
日
、

同
小
体
育
館
で
行

わ
れ
、23
人（
男
子

８
人
、女
子
15
人
）

が
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

田
村
紀
広
校
長

は
卒
業
生
一
人
一
人

に
卒
業
証
書
を
授

与
。「
夢
の
実
現

に
向
か
っ
て
、
何

事
に
も
や
る
気
を

持
ち
、
あ
き
ら
め

な
い
で
」。
中
林

教
育
委
員
長
は
告

示
で
、「
４
月
か

ら
は
希
望
に
満
ち

た
中
学
生
。
小

学
校
時
代
の
が
ん

ば
り
を
思
い
出
し
、
く
じ
け
る
こ

と
な
く
、
前
へ
進
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

　

在
校
生
は
、
卒
業
生
一
人
一
人

に
、
や
さ
し
か
っ
た
こ
と
や
励
ま

し
て
も
ら
っ
た
こ
と
な
ど
の
思
い

出
を
発
表
、
お
礼
の
言
葉
と
歌
を

贈
り
ま
し
た
。

　

卒
業
生
は
「
み
ん
な
で
支
え

合
っ
た
６
年
間
を
決
し
て
忘
れ
ま

せ
ん
」
と
一
人
一
人
が
思
い
出
を

発
表
。
み
ん
な
で
合
唱
し
、「
自

信
と
誇
り
を
持
ち
、
自
分
の
信
じ

る
道
を
歩
み
ま
す
」
と
力
強
く
宣

言
し
ま
し
た
。

「信じる道を歩みます」
嘉島東小学校

卒
業
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在校生の拍手の中、式場を出る卒業生 ６年間の思い出を発表する卒業生

　

嘉
島
西
小
の
卒

業
式
は
３
月
23
日
、

同
小
体
育
館
で
あ

り
、
69
人
（
男
子

46
人
、
女
子
23

人
）
が
学
び
舎
を

巣
立
ち
ま
し
た
。

　

竹
田
泰
司
校
長

が
一
人
一
人
に
卒

業
証
書
を
手
渡
し
、

「
新
し
い
道
を
進

む
卒
業
生
を
職
員

一
同
見
守
っ
て
い

ま
す
」
と
は
な
む

け
の
言
葉
を
贈
り

ま
し
た
。
荒
木
町

長
は
、「
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

西
小
で
学
ん
だ
こ

と
を
誇
り
に
、
中
学
校
で
も
勉
強

に
運
動
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

　

卒
業
生
は
在
校
生
や
先
生
た
ち

と
向
か
い
合
い
、
一
人
ず
つ
お
別

れ
の
言
葉
や
小
学
校
で
の
思
い
出
、

将
来
の
夢
な
ど
を
発
表
し
、
歌
の

交
換
も
。
感
極
ま
っ
て
涙
ぐ
む
子

も
い
れ
ば
必
至
に
こ
ら
え
る
子
も

い
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
の
最
後
の
校
歌
を
歌

い
終
え
る
と
、
別
れ
を
惜
し
み
な

が
ら
、
中
学
校
生
活
へ
の
期
待
と

不
安
を
胸
に
元
気
に
旅
立
っ
て
い

き
ま
し
た
。

「新たな道へ旅立ちます」
嘉島西小学校

卒
業

　

嘉
島
幼
稚
園
の
卒
園
式
は
３
月

20
日
。
34
人
（
男
児
20
人
、
女
児

14
人
）
が
卒
園
し
ま
し
た
。

　

岩
永
啓
次
園
長
は
、「
み
ん
な

は
が
ま
ん
す
る
強
い
子
に
な
り

ま
し
た
」
と
ほ
め
、
荒
木
町
長
は
、

「
小
学
校
で
も
元
気
い
っ
ぱ
い
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し
ま
し

た
。

　

卒
園
児
は
園
長
か
ら
、「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
元
気
よ
く

修
了
証
書
を
受
け
取
り
、「
み
ん
な

ず
っ
と
忘
れ
な
い
」
と
思
い
出
や

感
想
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

幼
光
保
育
園
は
28
日
、21
人
（
男

児
12
人
、
女
児
９
人
）
が
、
嘉
島

保
育
園
も
同
日
、26
人
（
男
児
13
人
、

女
児
13
人
）
が
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

嘉
島
西
小
を
卒
業
し
て
嘉
島
中

へ
進
学
す
る
仲
間
を
祝
う
、
嘉
島

町
特
別
支
援
学
級
の
お
祝
い
会
が

３
月
５
日
、
役
場
会
議
室
で
に
ぎ

や
か
に
開
か
れ
、
先
生
や
保
護
者

な
ど
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
東
、
西
小
と
嘉
島
中
の
児

童
・
生
徒
で
作
る
「
さ
ん
サ
ン
な

か
ま
」
12
人
の
う
ち
の
２
人
。
普

段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
通
っ
て

い
ま
す
が
、
運
動
会
や
キ
ャ
ン
プ
、

バ
ス
ハ
イ
ク
な
ど
で
一
緒
に
仲
良

く
活
動
し
て
い
ま
す
。
楽
し
い

ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
の
後
、
在
校
生

や
先
生
が
お
祝
い
の
言
葉
や
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
贈
り
、
２
人
は
「
中
学

校
で
は
勉
強
や
部
活
を
か
ん
ば
り

ま
す
」
と
応
え
て
い
ま
し
た
。

かしままちさんサンなかまおいわい会

卒園
「
み
ん
な

「
み
ん
な  

忘
れ
な
い
」

忘
れ
な
い
」

「
卒
業
、
進
学

　

お
め
で
と
う
」

町
特
別
支
援
学
級

嘉
島
幼
稚
園
、
幼
光
保
育
園
、
嘉
島
保
育
園

嘉
島
幼
稚
園
、
幼
光
保
育
園
、
嘉
島
保
育
園

嘉島幼稚園の卒園式

幼光保育園の卒園式嘉島保育園の卒園式
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細
め
、
カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
を
向
け

て
い
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
そ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
て
ご
ら

ん
」
の
第
５
回
親
子
教
室
は
２
月

19
日
、
鯰
公
民
館
で
あ
り
、
親
子

８
組
が
お
内
裏
さ
ま
と
お
雛
さ
ま

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
「
う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」
を

み
ん
な
で
歌
い
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

に
葉
ラ
ン
の
お
召
し
物
を
着
せ
、

ス
イ
ト
ピ
ー
や
桃
の
花
で
飾
っ
て

出
来
上
が
り
。
カ
ラ
フ
ル
な
押
し

ず
し
ケ
ー
キ
も
作
り
、
か
わ
い
い

お
内
裏
さ
ま
を
見
な
が
ら
、
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

嘉
島
東
小
の
６
年
生
が
３
月
、

校
区
内
の
「
い
い
と
こ
ろ
や
い
い

も
の
」
を
紹
介
す
る
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
風
の
「
飾
り
窓
」
を
卒
業
記

念
に
制
作
、
卒
業
式
で
学
校
に
贈

り
ま
し
た
。
作
品
は
児
童
用
玄
関

入
口
の
上
に
飾
ら
れ
、
新
学
期
か

ら
後
輩
た
ち
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
「
飾
り
窓
」
は
縦
70
㌢
、
横
１

７
０
㌢
。
授
業
で
習
っ
た
「
光
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
」
が
制
作
の
き
っ
か

け
。
透
明
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
に

張
ら
れ
た
シ
ー
ル
を
切
り
、
多
色

シ
ー
ル
か
ら
色
を
移
す
方
法
で
、

学
校
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
大
ク
ス

を
は
じ
め
浮
島
神
社
や
六
嘉
の
獅

子
舞
、
装
飾
古
墳
で
知
ら
れ
る
井

寺
古
墳
、
校
区
内
に
広
が
る
水
田
、

実
っ
た
稲
な
ど
を
配
置
。
学
校
の

合
言
葉
「
元
気
な
あ
い
さ
つ
」
も

入
れ
ま
し
た
。

　

担
任
の
浅
見
先

生
に
相
談
し
な
が

ら
、
係
の
児
童
が

絵
を
描
き
、
み
ん

な
で
切
っ
た
り
張
っ

た
り
し
て
仕
上
げ

ま
し
た
。
太
陽
の

光
を
浴
び
る
と
色

彩
が一層
鮮
や
か
で
、

「
い
い
感
じ
に
で
き

た
」
と
児
童
た
ち

は
大
満
足
で
す
。

　

卒
業
式
で
は
、

先
生
た
ち
や
保
護

者
と
一
緒
に
作
品
も

記
念
写
真
に
収
め

ま
し
た
。

「飾り窓」と６年生。後方上部中央の窓に飾られました

　

３
月
３
日
の
ひ
な
ま
つ
り
。
嘉

島
幼
稚
園
で
は
お
茶
会
が
開
か

れ
、
園
児
た
ち
が
互
い
に
お
茶
を

点
（
た
）
て
た
り
い
た
だ
い
た
り

し
て
優
雅
な
日
本
文
化
を
味
わ
い

ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
行
事
で
、
町
文
化

協
会
茶
道
部
の
上
田
け
い
子
さ
ん

た
ち
６
人
が
お
点
前
を
指
導
、
園

児
の
保
護
者
も
手
伝
い
ま
し
た
。

お
茶
を
楽
し
む
嘉
島
幼
稚
園
の
園
児
た
ち

卒
業

記
念

「
飾
り
窓
」
制
作

「
飾
り
窓
」
制
作

　
　
　
　

  

学
校
に
贈
る

学
校
に
贈
る

嘉
島
東
小
６
年
生

嘉
島
東
小
６
年
生

元気いっぱいに踊る嘉島保育園の園児たち

なかよく楽しんだ親子教室の参加者

　

ス
テ
ー
ジ
に
は
段
飾
り
の
お
雛

さ
ま
や
園
児
手
作
り
の
お
内
裏
さ

ま
が
展
示
さ
れ
、
年
長
組
は
お
め

か
し
。
真
剣
な
表
情
で
茶
を
点
て
、

神
妙
な
表
情
で
お
菓
子
や
お
茶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
苦
い
抹
茶
に

顔
を
し
か
め
た
り
、「
お
い
し
い
」

と
声
を
上
げ
た
り
す
る
な
ど
、
思

い
思
い
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
保
育
園
で
は
３
月
３
日
、

ひ
な
ま
つ
り
発
表
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

園
児
は
妖
怪
体
操
や
歌
、
ダ
ン

ス
、
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
演
奏
な
ど

を
披
露
。
か
わ
い
い
姿
に
、
詰
め

か
け
た
保
護
者
や
祖
父
母
が
目
を

ひ
な
ま
つ
り

お
い
し
く 

お
茶
会

嘉
島
幼
稚
園

げ
ん
き
に 

発
表
会

嘉
島
保
育
園

な
か
よ
く 

ひ
な
作
り

親
子
教
室
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嘉
島
東
小
学
校
６
年
生
の
岩
本

京
花
さ
ん
は
３
月
27
〜
29
日
に
さ

い
た
ま
市
で
開
か
れ
た
「
第
40
回

全
日
本
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
選

手
権
大
会
」
に
、
ス
リ
ー
バ
ト
ン

九
州
代
表
と
し
て
出
場
、
懸
命
の

演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ス
リ
ー
バ
ト
ン
は
、
１
分
30
秒

の
課
題
曲
に
合
わ
せ
、
同
時
に
３

本
の
バ
ト
ン
を
途
切
れ
な
い
よ
う

に
あ
や
つ
り
続
け
る
難
度
の
高
い

種
目
。
常
に
１
本
ま
た
は
２
本
の

バ
ト
ン
が
空
中
に
あ
り
、
高
度
な

テ
ク
ニ
ッ
ク
と
、
３
本
の
バ
ト
ン

の
絶
妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

熊
本
県
教
育
委
員
会
が
県
内
の

小
中
高
校
生
を
対
象
に
募
集
し
た
、

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

賢
い
使
い
方
を
訴
え
る
標
語
「
私

た
ち
の
１
か
条
」
の
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
嘉
島
中
学
校
１
年
・
松
井
日

菜
子
さ
ん
の
作
品
が
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
２
万
８
千
点
余
の

応
募
の
中
か
ら
入
賞
し
た
の
は
、

優秀賞の賞状を持ち、
笑顔をみせる松井さん

　

岩
本
さ
ん
は
、
小
学
１
年
の
と

き
に
体
験
教
室
で
バ
ト
ン
ト
ワ
ー

リ
ン
グ
の
楽
し
さ
に
触
れ
、「
メ

リ
ー
ホ
ッ
パ
ー
ズ
」
チ
ー
ム
に
参

加
。
３
歳
か
ら
高
校
生
ま
で
の
約

50
人
の
仲
間
と
一
緒
に
、
こ
れ
ま

で
週
３
回
ほ
ど
の
ペ
ー
ス
で
練
習

を
重
ね
、
指
導
の
先
生
に
よ
る
と

「
小
学
生
に
は
か
な
り
難
し
い
」

と
い
う
ス
リ
ー
バ
ト
ン
を
使
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

県
大
会
を
経
て
の
２
月
の
九
州

大
会
で
は
小
学
生
の
部
で
２
位
に

な
り
、
３
人
の
九
州
代
表
の
一
人

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

岩
本
さ
ん
は
、
九
州
大
会
で
の

演
技
は
い
ま
一

つ
満
足
で
き
な

か
っ
た
よ
う
で
、

「
バ
ト
ン
を
落

と
さ
な
い
よ
う

に
し
た
い
」
と

控
え
め
で
し
た

が
、
全
日
本
大

会
に
は
難
易
度

を
さ
ら
に
上
げ

て
臨
み
ま
し
た
。

最
優
秀
、
優
秀
合
わ
せ
て
わ
ず
か

16
点
で
し
た
。

　

県
教
委
は
、
児
童
・
生
徒
に
正

し
く
賢
く
使
っ
て
も
ら
う
た
め
に

「
く
ま
も
と
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
利
用
５
か
条
」
を
考
案
。

募
集
し
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使

い
方
に
合
わ
せ
て
考
え
て
も
ら
お

う
と
い
う
「
第
５
条
」。
県
内
の
小

学
６
年
生
か
ら
高
校
生
が
対
象
で
、

嘉
島
中
で
は
冬
休
み
の
宿
題
と
し

て
全
校
生
徒
が
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

表
彰
状
は
３
月
24
日
の
修
了
式

の
日
に
松
井
さ
ん
に
渡
さ
れ
ま
し

た
。
ウ
オ
ー
ク
マ
ン
の
ア
プ
リ
で

時
々
友
達
と
メ
ー
ル
の
や
り
と
り

を
し
て
い
る
と
い
う
松
井
さ
ん
は
、

「
作
品
は
自
分
の
体
験
を
も
と
に

考
え
ま
し
た
。
う
れ
し
い
で
す
」

と
笑
顔
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

児童生徒のための
くまもと携帯電話・スマートフォン

の利用５か条

第１条（守ろう！私たちの健全なくらし）
 「約束しよう！
　　　夜 10時から朝 6時は使わない」

第 2条（守ろう！私たちの安全・安心）
 「設定しよう！
　　　フィルタリングは当たり前」

第 3条（守ろう！私たちの人権）
 「尊重しよう！
　　　画面の向こうの相手のこと」

第 4条（守ろう！私たちのプライバシー）
 「判断しよう！
　　　知らせていいこと悪いこと」

第 5条（私たちの 1か条）
 「　　　　　　　　　　　　　　　　　」
※それぞれの使い方に合わせて
　　ルールを作りましょう

くまもと携帯電話・スマートフォンの利用５か条

「 私たちの１か条 」優秀賞
嘉島中１年　・松井日菜子さん

「 決めつけない！人には人の　用事がある 」
　友だちとのメールのやりとりの中で、すぐに返事がこなかったことにイライラしてト
ラブルになろうとしました。話を聞くと、すぐに返信できなかったことがわかりました。
自分の都合を人に強要しないようにしたいと思います。

　　　笑顔で九州大会のトロフィーと
　　　バトンを持つ岩本さん

全
日
本
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
選
手
権

全
日
本
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
選
手
権

　

ス
リ
ー
バ
ト
ン

　

ス
リ
ー
バ
ト
ン　　

九
州
代
表
で
出
場

九
州
代
表
で
出
場

嘉
島
東
小
６
年
・

嘉
島
東
小
６
年
・
岩
本
岩
本  

京
花
京
花  

さ
ん
さ
ん
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9



　

改
選
後
初
め
て
の
平
成
27
年
第

２
回
嘉
島
町
議
会
臨
時
会
は
３
月

２
日
開
会
。
議
長
に
川
上
國
治
氏
、

副
議
長
に
木
下
徹
氏
を
全
会
一
致

で
選
び
、
各
委
員
会
や
一
部
事
務

組
合
議
会
議
員
な
ど
を
選
任
。
新

議
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

無
投
票
で
８
選
を
果
た
し
た
荒

木
町
長
は
、
議
場
の
議
員
を
前
に
、

「
町
の
発
展
の
た
め
に
皆
さ
ん
と

一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」。

川
上
新
議
長
は
「
不
偏
不
党
、
公

平
無
私
を
旨
と
し
、
執
行
部
と
と

　

嘉
島
町
総
合
計
画
審
議
会
は
３

月
６
日
、
役
場
会
議
室
で
開
か
れ
、

第
５
次
町
総
合
計
画
に
沿
っ
て
平

成
27
年
度
か
ら
３
年
間
の
事
業
計

画
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

同
審
議
会
は
町
議
会
や
各
種
団

体
の
代
表
14
人
で
構
成
。
新
任
は

富
山
勝
、
鍋
田
平
、
宮
本
睦
生
の

３
議
員
と
、
渡
邉
昌
憲
・
区
長
会

長
代
理
の
計
４
人
。
会
長
に
川
上

國
治
議
長
、
副
会
長
に
木
下
徹
副

議
長
を
選
任
し
ま
し
た
。
27
年
度

は
総
合
計
画
の
５
年
目
。
28
年
度

か
ら
５
年
間
の
後
期
計
画
や
地
方

創
生
・
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定

も
課
題
で
す
。

議会
平
成
平
成
2727
年
第
２
回
臨
時
会

年
第
２
回
臨
時
会

川
上
議
長
、
木
下
副
議
長

川
上
議
長
、
木
下
副
議
長

委
員
会
構
成
も
決
ま
る

委
員
会
構
成
も
決
ま
る

木下徹副議長 川上國治議長

も
に
ま
ち
づ
く
り
に
ま
い
進
し
ま

す
」。
木
下
新
副
議
長
は
「
議
長

を
補
佐
し
、
執
行
部
と
と
も
に
町

の
発
展
に
努
力
し
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
議
会

だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

委
員
会
な
ど
の
構
成
は
次
の
通

り
で
す
。
敬
称
略
。

【
議
会
運
営
委
員
会
】
▽
委
員
長　

木
下
徹
▽
副
委
員
長　

富
山
勝
▽

委
員　

鍋
田
平
、
宮
本
睦
生

【
総
務
常
任
委
員
会
】
▽
委
員
長　

宮
本
睦
生
▽
副
委
員
長　

境
野
隆

文
▽
委
員　

川
上
國
治
、
春
日
堅

一【経
済
厚
生
常
任
委
員
会
】
▽
委

員
長　

鍋
田
平
▽
副
委
員
長　

清

﨑
輝
昭
▽
委
員　

木
下
徹
、
中
津

芳
春

【
建
設
常
任
委
員
会
】
▽
委
員
長　

富
山
勝
▽
副
委
員
長　

森
田
義
雄

▽
委
員　

川
野
伸
一

【
広
報
特
別
委
員
会
】
▽
委
員
長　

宮
本
睦
生
▽
副
委
員
長　

富
山
勝

▽
委
員　

木
下
徹
、
森
田
義
雄
、

中
津
芳
春
、
春
日
堅
一

【
上
益
城
消
防
組
合
議
会
議
員
】

▽
境
野
隆
文
、
川
野
伸
一

【
益
城
、
嘉
島
、
西
原
環
境
衛
生

施
設
組
合
議
会
議
員
】
▽
木
下
徹
、

鍋
田
平

【
御
船
地
区
衛
生
施
設
組
合
議
会

議
員
】
▽
森
田
義
雄
、
春
日
堅
一

【
上
益
城
広
域
連
合
議
会
議
員
】

▽
川
上
國
治
、
清
﨑
輝
昭

嘉島町総合計画審議会

平
成
27
〜
29
年
度
の

　
　

事
業
計
画
を
審
議

町
総
合
計
画
審
議
会

　

嘉
島
町
教
育
委
員
会
は
３
月
19

日
、
４
人
の
委
員
の
互
選
で
、
中

林
裕
一
委
員
（
上
島
）
を
教
育
委

員
長
に
選
び
ま
し
た
。

　

中
林
委
員
は
平
成
24
年
６
月
、

前
委
員
の
後
任
と
し
て
就
任
。
昨

年
11
月
の
前
教
育
委
員
長
辞
任
の

後
は
、
委
員
長
職
務
代
理
者
を
務

め
て
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
の
代
表
監
査
委
員
に
増

岡
司
氏
（
上
六
嘉
）、
議
会
選
出

の
委
員
に
清
﨑
輝
昭
議
員
が
就
任

し
ま
し
た
。
荒
木
町
長
が
３
月
16

日
、
町
長
室
で
辞
令
を
交
付
し
ま

し
た
。

　

前
任
者
の
任
期
満
了
に
伴
う
も

の
で
、
３
月
町
議
会
定
例
会
で
選

任
同
意
を
得
て
い
ま
し
た
。

　

増
岡
氏
は
元
町
総
務
課
長
。
平

成
23
年
か
ら
総
務
省
行
政
相
談
員

を
務
め
て
い
ま
す
。
清
﨑
議
員
は

元
町
収
入
役
。
今
年
２
月
の
町
議

選
で
初
当
選
し
ま
し
た
。

清﨑輝昭監査委員 増岡司代表監査委員

代
表
監
査
委
員
に

代
表
監
査
委
員
に

　

増
岡

　

増
岡  

司司  

氏氏
（
上
六
嘉
）

（
上
六
嘉
）
就
任
就
任

　
　
　
　

議
会
か
ら
は

　
　
　
　

議
会
か
ら
は  

清
﨑
議
員

清
﨑
議
員

教
育
委
員
長
に

教
育
委
員
長
に  
中
林
中
林  

裕
一
裕
一
氏氏（
上
島
）

（
上
島
）
選
任
選
任
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嘉
島
町
ご
み
問
題
対
策
実
行
委

員
会
は
３
月
19
日
に
役
場
で
開
催
。

平
成
26
年
度
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

実
績
報
告
や
優
良
団
体
表
彰
を
行

い
、
春
の
町
内
一
斉
清
掃
と
粗
大

ご
み
収
集
を
４
月
19
日
に
実
施
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。※19

㌻
参
照

　

委
員
会
は
、
ご
み
の
減
量
と
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
目
的
に
平
成

４
年
に
発
足
。
町
と
各
地
区
嘱
託

員
、
各
種
団
体
代
表
で
構
成
し
て

い
ま
す
。
会
長
の
荒
木
町
長
は
、

副
会
長
に
廣
田
惠
子
・
婦
人
会
長
、

中
島
敬
也
・
町
老
人
会
長
、
区
長

会
長
（
未
定
）
を
指
名
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
に
各
地
区
で
収
集

し
た
資
源
ご
み
の
売
渡
金
合
計
は

１
１
１
万
２
５
２
２
円
。
紙
類
や

ア
ル
ミ
な
ど
の
価
格
上
昇
で
前
年

度
に
比
べ
て
22
・
３
％
増
え
ま
し

た
。
し
か
し
、
資
源
ご
み
の
排

出
量
は
19
万
３
５
４
３
㌔
で
６
・

４
％
減
、
１
世
帯
当
た
り
も
58
・

３
㌔
と
５
・
９
㌔
減
り
ま
し
た
。　

　

嘉
島
町
の
ご
み
は
現
在
、
益
城
、

西
原
と
の
３
町
村
に
よ
る
施
設
で

処
理
し
て
い
ま
す
が
、
荒
木
町
長

は
、
今
年
４
月
に
上
益
城
５
町
と

西
原
村
で
作
る
「
熊
本
中
央
一
般

廃
棄
物
処
理
施
設
促
進
協
議
会
」

が
発
足
、
平
成
37
年
の
新
施
設
稼

働
を
目
指
し
て
協
議
し
て
い
く
こ

と
を
報
告
、「
ご
み
の
減
量
化
と

資
源
ご
み
の
収
集
に
一
層
の
ご
協

力
を
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

【
優
良
団
体
表
彰
地
区
】

　

①
上
六
嘉
②
井
寺
③
下
六
嘉

資
源
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル　

資
源
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル　

６・
４
％
減

６・
４
％
減

４
月
４
月
1919
日日

嘉
島
町
ご
み
問
題
対
策
実
行
委
員
会

嘉
島
町
ご
み
問
題
対
策
実
行
委
員
会

町
内
一
斉
清
掃

町
内
一
斉
清
掃

粗
大
ご
み
収
集

粗
大
ご
み
収
集

平成26年度　リサイクル事業年間実績表
地区名 世帯数 ビン類

（㎏）
世帯割
（㎏）

新聞・
雑誌
（㎏）

世帯割
（㎏）

ダンボール
（㎏）

世帯割
（㎏）

古布
（㎏）

世帯割
（㎏）

アルミ缶
（㎏）

世帯割
（㎏）

総　計
総排出量
対前年比排出量

（㎏）
世帯割
（㎏） 順位

下六嘉 279 1,447 5.2 22,390 80.3 1,750 6.3 600 2.2 540 1.9 26,727 95.8 3（ 4） －5.8％

三郎無田 47 113 2.4 2,690 57.2 650 13.8 280 6.0 150 3.2 3,883 82.6 7（ 2）－27.7％

井　寺 181 986 5.4 15,100 83.4 750 4.1 890 4.9 460 2.5 18,186 100.5 2（ 7） 15.8％

北甘木 202 951 4.7 15,650 77.5 1,340 6.6 960 4.8 420 2.1 19,321 95.6 4（ 6） 10.3％

上六嘉 216 1,317 6.1 19,860 91.9 1,550 7.2 1,110 5.1 720 3.3 24,557 113.7 1（ 1）－13.2％

西　村 190 446 2.3 6,750 35.5 920 4.8 440 2.3 440 2.3 8,996 47.3 9（10） －6.0％

上　島 712 1,198 1.7 22,330 31.4 2,850 4.0 2,570 3.6 460 0.6 29,408 41.3 10（11） －7.2％

鯰 815 874 1.1 18,000 22.1 1,590 2.0 1,570 1.9 500 0.6 22,534 27.6 13（13）－10.7％

滝河原 264 471 1.8 7,430 28.1 1,770 6.7 540 2.0 300 1.1 10,511 39.8 12（ 9）－17.3％

高　田 123 144 1.2 4,010 32.6 470 3.8 150 1.2 200 1.6 4,974 40.4 11（12） －6.1％

上仲間 118 731 6.2 7,800 66.1 590 5.0 510 4.3 400 3.4 10,031 85.0 6（ 5） －8.9％

下仲間 117 865 7.4 6,700 57.3 610 5.2 570 4.9 300 2.6 9,045 77.3 8（ 8） －6.8％

犬　渕 57 361 6.3 3,750 65.8 540 9.5 440 7.7 280 4.9 5,371 94.2 5（ 3）－13.9％

計 3,321 9,903 3.0 152,460 45.9 15,380 4.6 10,630 3.2 5,170 1.6 193,543 58.3 －6.4％

※世帯割は、平成26年４月１日現在の世帯数で算出。北甘木区については、特別養護老人ホーム50世帯を除く。
※総計の順位欄の（　）は、昨年度の順位。
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人
事
異
動  (　

)

内
は
旧
所
属
・
役
職

農
政
課
長
兼
農
地
係
長

塚
本　
　

望 

（
農
政
課
長
）

総
務
課
付（
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
派
遣
）

中
村　

省
吾 

（
企
画
情
報
課
長
兼
商

工
観
光
係
長
）

企
画
情
報
課
長
兼
商
工
観
光
係
長

藤
瀬　

伸
二 

（
社
会
教
育
課
長
）

町
民
課
長

宮
田　
　

稔 

（
総
務
課
審
議
員
兼
総

務
係
長
兼
人
事
広
報
係
長
）

社
会
教
育
課
長
兼
社
会
体
育
係
長

石
井　

誠
志 

（
社
会
教
育
課
審
議
員

兼
社
会
体
育
係
長
）

税
務
課
審
議
員
兼
課
税
係
長

西
郡　

豊
孝 

（
建
設
課
審
議
員
兼
管

理
係
長
）

総
務
課
審
議
員
兼
総
務
係
長
兼
人
事
広
報

係
長樋

口　
　

学 

（
町
民
課
審
議
員
兼
戸

籍
係
長
）

建
設
課
審
議
員
兼
下
水
道
係
長

春
日　

公
和 

（
農
政
課
審
議
員
兼
農

政
係
長
）

農
政
課
審
議
員
兼
農
政
係
長
兼
整
備
係
長

緒
方　

伸
也 

（
総
務
課
審
議
員
兼
財

政
係
長
兼
管
財
係
長
）

町
民
課
審
議
員
兼
戸
籍
係
長

冨
岡　

宗
徳 

（
農
政
課
審
議
員
兼
農

地
係
長
兼
整
備
係
長
）

総
務
課
財
政
係
長
兼
管
財
係
長

中
冨　
　

喬 

（
建
設
課
下
水
道
係
長
）

建
設
課
管
理
係
長

富
嶋　

信
行 

（
税
務
課
課
税
係
長
）

企
画
情
報
課
参
事

椛
木　
　

幸 

（
総
務
課
参
事
）

町
民
課
主
事

藤
田　

一
平 

（
総
務
課
主
事
）

社
会
教
育
課
主
事

髙
松
英
太
朗 

（
町
民
課
主
事
）

総
務
課
主
事

吉
永　

征
弘 
（
新
規
採
用
）

建
設
課
技
師

甲
斐　

貴
博 
（
新
規
採
用
）

昇　
　

格

建
設
課
審
議
員
兼
環
境
係
長

石
坂　

英
一 

（
建
設
課
環
境
係
長
）

企
画
情
報
課
参
事

西
本
真
理
子 

（
企
画
情
報
課
主
査
）

総
務
課
参
事

村
上　

智
子 

（
総
務
課
主
査
）

総
務
課
主
査

松
永　

千
尋 

（
総
務
課
主
事
）

建
設
課
主
査

西
村　

賢
二 

（
建
設
課
技
師
）

退
職
・
再
任
用

　
　
　
　

3
月
31
日
付
・
4
月
１
日
付
け

町
民
課
参
事
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

勤
務早

川　

眞
澄 

（
町
民
課
長
）
＝
定
年

　

役
場
職
員
の
人
権
教
育
研
修
会

は
３
月
18
日
の
勤
務
時
間
終
了

後
、
役
場
会
議
室
で
開
催
。
長
年

に
わ
た
っ
て
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を

取
材
し
て
い
る
、
熊
本
日
日
新
聞

社
の
本
田
清
悟
社
会
部
次
長
か
ら
、

「
ハ
ン
セ
ン
病
差
別
を
考
え
る
―

取
材
ノ
ー
ト
か
ら
」
と
題
し
た
講

話
を
聴
き
ま
し
た
。

　

本
田
次
長
は
、
合
志
市
の
国
立

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
菊
池
恵
楓
園

の
入
所
者
の
悲
し
み
や
苦
悩
を
伝

え
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
。
強
制
隔
離

や
堕
胎
の
強
制
、
ホ
テ
ル
宿
泊
拒

否
事
件
な
ど
に
触
れ
、
啓
発
事
業

が
展
開
さ
れ
る
今
も
、
ハ
ン
セ
ン

病
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
は
「
現

在
進
行
形
」
で
、
死
亡
者
の
遺
骨

１
２
０
０
柱
が
故
郷
に
帰
れ
な
い

ま
ま
園
に
保
管
さ
れ
て
い
る
現
状

を
紹
介
、「
正
し
い
理
解
と
関
心

を
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

県
南
地
区
市
町
村
や
学
校
の
図

書
館
関
係
職
員
の
研
修
会
が
３
月

５
日
、
嘉
島
町
民
会
館
で
開
か
れ
、

同
館
図
書
室
の
取
り
組
み
を
職
員

が
発
表
し
ま
し
た
。

　

県
立
図
書
館
と
県
図
書
館
活
動

振
興
協
議
会
の
主
催
で
、
約
50
人

が
参
加
。
福
岡
県
小
郡
市
立
図
書

館
の
永
利
和
則
館
長
が
「
公
立
図

書
館
と
学
校
と
の
連
携
」
と
題
し

て
講
演
。
町
民
会
館
図
書
室
の
増

永
、
小
林
、
太
田
の
３
人
は
、
昨

年
３
月
開
館
し
た
図
書
室
の
概
要

に
加
え
、
前
年
か
ら
約
３
倍
に
伸

び
た
貸
出
状
況
、
毎
月
開
い
て
い

る
お
は
な
し
会
、
夏
休
み
に
開
い

た
親
子
対
象
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

小
中
学
校
と
の
連
携
な
ど
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

熊
本
県
町
村
会
会
長
に

荒
木
町
長 

再
任

　

荒
木
泰
臣
町
長
は
３
月
24
日
、

熊
本
市
で
開
か
れ
た
熊
本
県
町
村

会
第
68
回
定
期
総
会
で
、
会
長
に

再
任
さ
れ
ま
し
た
。
荒
木
町
長
は

昭
和
62
年
に
町
長
初
当
選
。
平
成

３
年
に
上
益
城
郡
町
村
会
会
長
、

17
年
に
県
町
村
会
会
長
に
選
ば
れ
、

今
期
で
６
期
目
。
町
長
８
期
目
の

自
治
功
労
で
も
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

熊本県町村会会長に
再任された荒木町長

役
場
の
人
事
異
動
・
昇
格　
４
月
１
日
付

◎
新
規
採
用
の
職
員

甲斐　貴博
（建設課）

吉永　征弘
（総務課）

「
ハ
ン
セ
ン
病
差
別

　
　
　
　

 

を
考
え
る
」

役
場
職
員
人
権
教
育
研
修
会

町
民
会
館
図
書
室

の
取
り
組
み
発
表

県
南
地
区
図
書
館

関
係
職
員
研
修
会
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全
国
自
衛
隊
父
兄
会
宇
城
地
区

協
議
会
主
催
の
第
12
回
宇
城
・
上

益
城
地
区
合
同
入
隊
・
入
校
予
定

者
激
励
会
が
３
月
14
日
、
嘉
島
町

民
会
館
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
４
月

入
隊
の
65
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
か
ら
は
成
松
研
星
さ
ん

（
鯰
）、
祐
信
賢
希
さ
ん
（
滝
河

原
）、
大
小
田
美
樹
さ
ん
（
上
島
）

の
３
人
。
来
賓
や
先
輩
隊
員
の
井

上
和
忠
陸
士
長
（
上
仲
間
出
身
）

が
激
励
、
荒
木
町
長
が
入
隊
記
念

品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
駐
屯
地
な
ど
で
訓
練
を

受
け
、
国
の
要
と
し
て
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

大
分
県
宇
佐
市
の
Ｊ
Ａ
お
お
い

た
宇
佐
事
業
部
の
普
通
作
・
大
豆

部
会
が
３
月
16
日
、
嘉
島
町
の
麦

作
り
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

一
行
は
吉
村
堅
吾
部
会
長
た
ち

70
人
。
町
民
会
館
で
町
農
政
課
職

員
や
大
島
営
農
組
合
役
員
か
ら
、

町
内
の
ほ
ぼ
全
域
で
の
米
・
麦
、

大
豆
の
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
や
、
営
農
組
織
と
栽
培
こ
よ
み

に
よ
る
効
率
的
な
作
業
な
ど
の
説

明
を
聴
き
、
近
く
の
麦
畑
で
は
麦

や
土
を
見
な
が
ら
、
熱
心
に
質
問

し
て
い
ま
し
た
。

　

同
部
会
の
米
麦
の
作
付
面
積
は

約
２
千
㌶
、
大
豆
は
８
０
０
㌶
。

面
積
は
広
い
も
の
の
単
位
収
量
は

嘉
島
町
に
及
ば
ず
、
組
織
化
や
効

率
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

入
隊
予
定
者
激
励
会

嘉
島
町
か
ら
３
人

嘉島町総合運動公園

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。

各種大会予定 平成27年 3 月31日現在

月 日 曜 大　会　名 場所 開始時間 主　催　者

４

18 土
第 32 回全日本少年軟式野球熊本市大会 野球場 8:00 ～ 熊本市軟式野球連盟

19・25 日も開催

高円宮杯Ｕ－１８サッカーリーグ２０１５
プリンスリーグ九州 競技場 11:00 ～ 九州サッカー協会

19 日 第 30 回九州大学サッカーリーグ（２部） 競技場 9:00 ～ 九州サッカー協会　26 日も開催

29 水 第 6回九州ユース（U－15）サッカーリーグ 競技場 9:00 ～ 九州サッカー協会

５

3 日 第 6 回九州ユース（U－15）サッカーリーグ 競技場 9:00 ～ 九州サッカー協会　23 日も開催

4 月 第 2 回熊本私立高校サッカー交流戦 競技場 8:30 ～ 熊本私立高校サッカー部OB会

6 水 高円宮杯Ｕ－18 サッカーリーグ 2015
プリンスリーグ九州 競技場 11:00 ～ 九州サッカー協会

9 土 九電旗少年軟式野球熊本県大会 野球場 8:00 ～ 熊本県軟式野球連盟　10 日まで

10 日
平成 27年度大杉杯学生サッカー大会
（第 19 回ＮＨＫ杯熊本県サッカー選手権大
会学生予選）

競技場 9:00 ～ 熊本県サッカー協会　16日も開催

15 金 第 37 回西日本軟式野球大会（全国大会） 野球場 8:00 ～ 全日本軟式野球連盟
16・17 日も開催

24 日 嘉島町軟式野球協会　会長旗野球大会 野球場 9:00 ～ 嘉島町軟式野球協会　31日も開催

29 金 熊本県高等学校総合体育大会　サッカー競技 競技場 10:00 ～ 熊本県高等学校体育連盟
30・31 日も開催

30 土 第 35 回高円宮杯学童軟式野球熊本県大会 野球場 8:00 ～ 熊本県軟式野球連盟

後列右から井上陸士長、大小田さん、祐信さん、成松さん

Ｊ
Ａ
お
お
い
た

宇
佐
市
か
ら
麦
作
視
察
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《
４
〜
５
月
の
休
館
日
》

４
月　

13
、
20
、
27
日

５
月　

７
、
11
、
18
、
25
日

※
休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス

ト
は
利
用
で
き
ま
す
。

《
お
は
な
し
会
》

　

４
月
22
日
、
５
月
13
、
27
日
の

16
時
か
ら
、
読
み
聞
か
せ
の
部
屋

で
開
き
ま
す
。
毎
月
第
２
、
第
４

水
曜
日
開
催
で
す
。
参
加
無
料
。

嘉  島  町  民  会  館

インデックス
 誉田哲也
警視庁ＦＣ
 今野敏
ビタースイートワルツ
 小路幸也
紙の月
 角田光代
付添い屋六平太　龍の巻　留め女
 金子成人
はぐれ名医事件暦
 和田はつ子
続・自閉症の僕が跳びはねる理由
 東田直樹
60歳からの超入門書　男のええ加減料理
 石蔵文信
考える力をつける3つの道具
 岸良裕司・きしらまゆこ　著
片づけの解剖図鑑
心地よい住まいをつくりだす仕組み
 鈴木信弘

楽しく遊ぶ学ぶ　せいかつの図鑑
 [監修]流田直
がっこういこうぜ！
 もとしたいづみ　作　山本孝　絵
ＷＡＳＩＭＯ（わしも）
 作／宮藤官九郎　絵／安齋肇
カボちゃんのわすれもの
 高山栄子・さく　武田美穂・え
春になったらあけてください
 作　増井邦恵　絵　あべ　まれこ
あさえとちいさいいもうと
 筒井頼子さく　林　明子え
ぼくのえんそく
 作・穂高順也　絵・長谷川義史
おでっちょさん
 まつした　きのこ　文　伊藤秀男　絵
それからのおにがしま
 さく　川崎　洋　え　国松エリカ
こぶたたんぽぽぽけっととんぼ
 馬場のぼる

図
書
室
か
ら

開
館
日　

火
曜
日
〜
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
時
は

翌
日
）・
12
月
28
日
〜
１
月
３
日

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

おすすめ本

○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況等は、嘉島町ホームページ（公共施設→嘉島町民会館）でご覧になれます。

ホール催物案内 平成27年 3 月31日現在

月 日 曜 ホール催し物 開演時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

4 11 土 ヤマハソロコンサート
1部 11:00

無料

㈱有明楽器 ☎ 369-8282

2部 14:00
3部 17:00

4 12 日 ヤマハソロコンサート

1部 10:00

無料
2部 12:45
3部 15:30
4部 18:15

4 25 土 日本アマチュア歌謡連盟熊本支部歌謡大会 9:00 無料 日本アマチュア歌謡連盟
熊本支部 ☎ 237-39224 26 日 日本アマチュア歌謡連盟熊本支部歌謡大会 9:00 無料

4 29 水 カラオケ発表会・渕上雅代歌謡ショー 9:00 2,000円 渕上雅代ファンクラブ「くまもと」
 ☎ 357-5252

5 11 月 「春の全国交通安全運動」御船警察署管内４町合同出発式 10:00 無料 嘉島町役場 総務課
 ☎ 237-1112

5 24 日 ピティナ・ピアノステップ 未定 無料 PTNA熊本支部 ☎ 386-8248

　

原
爆
が
落
と
さ
れ
た
時
に
「
水

を
く
れ
」
と
言
う
男
か
女
か
も
わ

か
ら
な
い
お
ば
け
の
よ
う
な
人
に
、

水
を
あ
た
え
な
か
っ
た
事
を
後
悔

し
て
、「
あ
の
時
、
水
を
あ
げ
ら

れ
な
く
て
ご
め
ん
ね
」
と
い
う
気

持
ち
で
、
今
で
も
８
月
６
日
に
水

を
そ
な
え
て
い
る
、
う
ね
さ
ん
の

感
動
的
な
お
話
で
す
。

　

戦
争
を
二
度
と
お
こ
し
て
は
い

け
な
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
本

で
す
。

　

一
度
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い

「
ヒ
ロ
シ
マ
の
い
の
ち
の
水
」

指
田　

和
／
文

野
村
た
か
あ
き
／
絵

文
研
出
版

嘉島西小学校４年

久野　結生さん
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嘉
島
町
非
常
勤
職
員
募
集

○
募
集
人
員　

２
名
程
度

○
条
件　

看
護
師
免
許
を
有
す
る
方

○
勤
務
内
容

　

介
護
保
険
認
定
調
査
業
務

○
任
用
予
定
期
間

　

平
成
27
年
５
月
１
日

　
　

〜
平
成
28
年
３
月
31
日

○
勤
務
時
間　

８
時
半
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　
（
週
29
時
間
以
内
）

○
報
酬　

日
額
７
、
３
６
０
円

　
　
　
　
（
１
時
間
あ
た
り
９
４
９
円
）

○
選
考
方
法

　

書
類
審
査
の
後
、
面
接
に
よ
り
選
考

○
募
集
方
法

　

写
真
を
貼
っ
た
履
歴
書
（
市
販
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
看
護
師
免
許

証
の
写
し
を
添
え
て
提
出
先
ま
で
持
参

又
は
郵
送
下
さ
い
。

○
受
付
期
間

　

４
月
13
日
（
月
）
〜
４
月
27
日
（
月
）

※
持
参
の
場
合
は
、
土
・
日
を
除
く
８

時
半
か
ら
17
時
15
分
ま
で
。
郵
送
の
場

合
は
４
月
27
日
（
月
）
の
消
印
有
効
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

　
　

役
場
町
民
課
介
護
保
険
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

予
防
接
種

個
別
予
防
接
種
町
内
医
療
機
関

　

平
成
27
年
度
個
別
予
防
接
種
実
施
医

療
機
関
は
次
の
と
お
り
で
す
。
接
種
に

際
し
て
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　

平
成
27
年
度
乳
幼
児
健
診
・
予
防
接

種
予
定
表
を
３
月
上
旬
に
全
戸
に
配
布

し
て
い
ま
す
。
予
定
表
は
個
別
に
通
知

し
ま
せ
ん
の
で
、
対
象
と
な
る
お
子
さ

ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
家
庭
は
必
ず
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　

成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
は
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
期
間

　

平
成
27
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　

平
成
28
年
３
月
31
日

○
個
人
負
担
金

＜個別予防接種町内医療機関＞　○がついているものが実施する予防接種です。
乳幼児・児童 成人

ヒブ 小児用
肺炎球菌

ＭＲ
（麻しん
風しん）

水痘 日本脳炎 二種混合 不活化
ポリオ

成人
肺炎球菌

山地外科胃腸科医院
　上島 2491　☎ 237-0033 ○ ○ ○ ○ ○

西村病院
　北甘木 2085　☎ 237-1551 ○

香田整形外科
　北甘木 2018　☎ 237-2811 ○ ○ ○ ○

たなか内科眼科
　鯰 1898-3　☎ 235-7235 ○ ○

よしむら内科・循環器科
　上島 2299-1　☎ 235-7773 ○ ○ ○ ○ ○

からしま小児科
　上島 961　☎ 235-6333 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

さかた耳鼻咽喉科
　鯰 1834-1　☎ 237-4133 ○ ○ ○ ○

大串内科
　鯰 2789-1　☎ 234-7873 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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２
０
０
０
円
（
町
内
指
定
医
療
機
関

で
接
種
す
る
場
合
に
限
る
）

○
対
象
者

・
65
歳
（
昭
和
25
年
４
月
２
日
〜
昭
和

26
年
４
月
１
日
生
）

・
70
歳
（
昭
和
20
年
４
月
２
日
〜
昭
和

21
年
４
月
１
日
生
）

・
75
歳
（
昭
和
15
年
４
月
２
日
〜
昭
和

16
年
４
月
１
日
生
）

・
80
歳
（
昭
和
10
年
４
月
２
日
〜
昭
和

11
年
４
月
１
日
生
）

・
85
歳
（
昭
和
５
年
４
月
２
日
〜
昭
和

６
年
４
月
１
日
生
）

・
90
歳
（
大
正
14
年
４
月
２
日
〜
大
正

15
年
４
月
１
日
生
）

・
95
歳
（
大
正
９
年
４
月
２
日
〜
大
正

10
年
４
月
１
日
生
）

・
１
０
０
歳
（
大
正
４
年
４
月
２
日
〜

　
　
　
　
　

  

大
正
５
年
４
月
１
日
生
）

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心

臓
、
じ
ん
臓
又
は
呼
吸
器
の
機
能
に
自

己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に

制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る
方

及
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど

不
可
能
な
程
度
の
障
害
を
有
す
る
方

※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
対
象
者
は
役

場
で
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
役
場
町
民
課

保
健
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

定
期
接
種
の
接
種
機
会
は
生
涯
を
通

じ
て
１
回
の
み
で
す
。
過
去
に
成
人
用

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
方
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。
対
象

者
の
方
に
は
通
知
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

接
種
さ
れ
る
町
内
指
定
医
療
機
関
に
通

知
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

健　

康
住
民
健
診
の
申
し
込
み

　

平
成
27
年
８
月
30
日
（
日
）
〜
９
月

３
日
（
木
）
に
嘉
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー

で
実
施
す
る
一
般
住
民
健
康
診
査
の
申

込
書
（
調
査
書
）
を
、４
月
３
日
（
金
）

の
行
政
区
文
書
配
達
で
嘱
託
員
を
通
じ

て
各
世
帯
に
配
付
し
て
い
ま
す
。

　

同
封
の
回
収
用
封
筒
（
切
手
不
要
）

を
利
用
し
て
４
月
30
日
（
木
）
ま
で
に

役
場
町
民
課
保
健
係
ま
で
郵
便
で
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

　

個
人
で
提
出
さ
れ
る
場
合
の
提
出
先

は
、
嘉
島
町
役
場
町
民
課
保
健
係
で
、

提
出
期
限
は
４
月
30
日
（
木
）
で
す
。

　

こ
の
申
込
書
に
基
づ
き
、
各
健
診
の

受
診
票
等
を
配
付
し
ま
す
。
健
診
を
希

望
さ
れ
る
方
は
必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

３
月
下
旬
以
降
に
本
町
に
転
入
さ
れ

た
方
に
は
、
調
査
書
が
配
付
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
健
診
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
嘉
島
町
役
場
町
民
課
保
健
係

後期高齢者医療の被保険者の方へ　医療機関の適正受診についてのお願い

　現在、休日や夜間に救急医療への受診が増え、緊急性の高い重症の患者さんの治療に支障を
きたしています。必要な方が安心して医療が受けられるように、医療機関の受診や薬局での薬
の調剤の際には、下記のことに留意しましょう。

【お問い合わせ先】役場町民課保健係　☎２３７－２５７４　　　

●体調がすぐれない場合は、軽い症状でも昼間
の診療時間内に受診しておきましょう。休日
や夜間に救急外来を受診することは、重症の
患者さんへの対応が遅れてしまう心配がある
だけではなく、医師の負担が増え、医療費も
割増料金で高くなります。

●かかりつけの医師を持ち、気になることがあっ
たら、早めに相談しましょう。

●同じ病気で複数の医療機関を受診することは、
医療費を増やすだけでなく、重複する検査や
投薬により、かえって体に悪影響をあたえて
しまう心配もあります。今受けている治療に
不安などがあるときには、そのことを医師に
伝えて相談してみましょう。

●後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発
医薬品と同等の効能・効果を持ち、費用も安
くすみます。ジェネリック医薬品を希望する
場合は「ジェネリック医薬品希望カード」を
医療機関や薬局に提示し、利用について相談
しましょう。

●薬には副作用があります。複数の薬を使用す
る場合は、飲み合わせによって副作用が強く
でることもあります。お薬手帳の活用などに
より、既に処方されている薬を医師や薬剤師
に伝え、飲み合わせには注意しましょう。ま
た、薬が余っている場合は、医師や薬剤師に
相談しましょう。
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ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
嘉
島
町
国
保
加
入
者
の
皆
様
へ

　

本
申
込
書
で
は
『
特
定
健
康
診
査

（
特
定
健
診
）』
の
申
し
込
み
も
同
時

に
受
け
付
け
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、

必
ず
特
定
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－
２
５
７
４

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

嘉
島
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
40

歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
は
全
員
、
特
定

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
「
一
般
住
民
健
康
診
査
申
込
書
（
調

査
書
）」
を
ご
自
宅
に
配
布
し
て
い
ま

す
。
集
団
健
診
（
８
月
30
日
〜
９
月
３

日
）
ま
た
は
か
し
ま
ド
ッ
ク
（
７
月
〜

10
月
）
の
ど
ち
ら
か
希
望
さ
れ
る
欄
に

○
を
つ
け
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
特
定
健
診
の
メ
リ
ッ
ト

①
生
活
習
慣
病
な
ど
を
早
期
に
発
見
で

き
ま
す

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
は

じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症

状
の
な
い
ま
ま
気
付
か
な
い
う
ち
に
進

行
し
ま
す
。
健
診
を
受
け
る
こ
と
で
生

活
習
慣
病
に
な
り
つ
つ
あ
る
（
ま
た
は

な
っ
て
い
る
）
状
態
を
早
期
に
発
見
し
、

重
症
化
予
防
が
で
き
ま
す
。

②
生
活
習
慣
改
善
に
取
り
組
み
や
す
い

内
容
で
す

　

健
診
結
果
を
踏
ま
え
て
実
施
さ
れ
る

「
特
定
保
健
指
導
」
は
、
保
健
師
や
管

理
栄
養
士
な
ど
か
ら
、
個
人
の
健
康
状

態
や
生
活
習
慣
に
合
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
ら
れ
る
た
め
、
取
り
組
み
や
す

く
効
果
的
で
す
。

※
嘉
島
町
国
民
健
康
保
険
は
、
特
定
保

健
指
導
を
健
診
機
関
（
日
赤
熊
本
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
）
に
委
託
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

③
継
続
し
た
健
康
状
態
の
把
握
が
可
能

に
な
り
ま
す

　

各
人
が
受
け
た
健
診
結
果
は
、
町
国

保
が
き
ち
ん
と
管
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

検
査
結
果
に
応
じ
た
継
続
的
な
支
援
を

行
い
ま
す
。（
町
開
催
の
健
康
教
室
等
）

④
医
療
費
の
抑
制
に
効
果
的
で
す

　

加
入
者
一
人
一
人
が
生
活
習
慣
病
の

発
症
・
重
症
化
を
予
防
で
き
れ
ば
、
ご

家
庭
の
医
療
費
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
だ
け
で
な
く
、
国
保
が
負
担
す
る
医

療
費
も
削
減
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
（
嘉
島
町
国
民
健
康
保
険
）

☎
２
３
７－

２
５
７
４

風
し
ん
抗
体
検
査
が

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

　

昨
年
、
大
流
行
し
た
風
し
ん
。
妊
娠

期
間
の
前
半
（
20
週
頃
ま
で
）
に
妊
婦

が
感
染
す
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
が
目
や
耳
、

心
臓
な
ど
に
障
が
い
を
も
っ
て
生
ま
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
（
先
天
性
風
し

ん
症
候
群
）。
そ
の
た
め
妊
娠
・
出
産

を
考
え
て
い
る
女
性
は
、
特
に
事
前
の

予
防
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

　

熊
本
県
で
は
無
料
で
風
し
ん
抗
体
検

査
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
検
査

で
風
し
ん
に
対
す
る
免
疫
（
抗
体
）
を

持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
早
め
に
検
査
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
嘉
島
町
で
は
、
風
し
ん
の
抗

体
価
が
低
い
方
に
対
し
て
、
引
き
続
き

予
防
接
種
費
用
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
「
お
と
な
の
風
し
ん
予
防
接

種
費
用
助
成
事
業
」
の
お
知
ら
せ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
そ
の
配
偶

者
な
ど
の
同
居
者

②
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
（
Ｈ
Ｉ
抗

体
価
16
倍
以
下
及
び
Ｅ
Ｉ
Ａ
価
８
倍
未

満
）
妊
婦
の
配
偶
者
な
ど
の
同
居
者

※
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
方
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
歴
が
あ

る
方
、
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ

る
方
は
除
き
ま
す
。

【
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
御
船
保
健
所

☎
２
８
２－

０
０
１
６

お
と
な
の
風
し
ん
予
防
接
種

費
用
助
成
制
度

　

嘉
島
町
は
、
風
し
ん
抗
体
検
査
で
予

防
接
種
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
方
に
対

し
、
主
に
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発

生
予
防
を
目
的
と
し
て
、
接
種
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

対
象
者
や
申
請
書
類
等
を
確
認
し
、

役
場
町
民
課
窓
口
で
直
接
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

○
対
象
者　

嘉
島
町
に
住
民
票
を
有
す

る
方
で
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た

す
方
（
妊
娠
中
又
は
妊
娠
の
可
能
性
の

あ
る
方
は
除
き
ま
す
）

①
熊
本
県
が
実
施
す
る
「
熊
本
県
風
し

ん
抗
体
検
査
事
業
」
に
お
い
て
、
予
防

接
種
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
方

②
過
去
の
風
し
ん
抗
体
検
査
で
抗
体
価

が
低
い
（
Ｈ
Ｉ
抗
体
検
査
で
16
倍
以
下

及
び
Ｅ
Ｉ
Ａ
価
８
倍
未
満
相
当
）
と
判

断
さ
れ
、
妊
娠
を
希
望
さ
れ
る
方

※
風
し
ん
の
予
防
接
種
歴
が
あ
る
方
、

風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
を

除
き
ま
す
。

○
助
成
対
象
の
予
防
接
種

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
又
は
麻
し
ん
風
し
ん

（
Ｍ
Ｒ
）
混
合
ワ
ク
チ
ン

○
助
成
額　

７
０
０
０
円
を
上
限
と
し
、

対
象
者
が
負
担
し
た
額

○
助
成
費
用
の
申
請
期
限　

平
成
28
年

３
月
31
日
（
木
）
ま
で
（
助
成
対
象
は
、
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平
成
27
年
４
月
１
日
（
水
）
か
ら
平
成

28
年
３
月
31
日
（
木
）
ま
で
の
予
防
接

種
で
す
）

○
申
請
に
必
要
な
も
の

①
風
し
ん
抗
体
検
査
の
結
果
が
記
載
さ

れ
て
い
る
書
類
（
次
の
い
ず
れ
か
）

・
熊
本
県
が
実
施
す
る
「
熊
本
県
風
し

ん
抗
体
検
査
事
業
」
に
お
け
る
風
し

ん
抗
体
検
査
結
果
通
知
書

・
過
去
の
風
し
ん
抗
体
検
査
結
果
が
分

か
る
書
類
（
母
子
手
帳
等
）

②
予
防
接
種
を
実
施
し
た
医
療
機
関
が

発
行
し
た
領
収
書
の
原
本

③
予
防
接
種
の
実
施
が
確
認
で
き
る
証

明
書
（
使
用
ワ
ク
チ
ン
が
確
認
で
き
る

予
防
接
種
済
証
も
し
く
は
問
診
票
の
コ

ピ
ー
な
ど
）

④
印
鑑
（
認
め
可
）

⑤
助
成
費
用
を
振
り
込
む
た
め
の
申
請

者
と
同
一
名
義
の
金
融
機
関
口
座
情
報

（
通
帳
等
）

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

飲
料
水
の
水
質
検
査

　

嘉
島
町
は
、
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と
し
て

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪
問
し
て
採

水
、
そ
の
結
果
が
後
日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

検
査
費
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
検
査
費
用

　

11
項
目　

３
２
４
０
円
（
税
込
）

※
項
目
数
等
に
よ
り
費
用
額
が
異
な
り

ま
す
。

○
補
助
金
の
額

　

検
査
費
用
の
２
分
の
１
（
百
円
未
満

切
り
捨
て
）
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

遠
足
や
運
動
会
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、

イ
ベ
ン
ト
が
多
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

気
温
が
高
く
な
る
と
食
中
毒
が
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
食
品
の
衛
生
的
な

取
り
扱
い
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
お
弁
当
を
作
る
と
き
は

・
必
ず
食
べ
る
当
日
に
作
り
ま
し
ょ
う

・
作
る
前
、
食
べ
る
前
に
は
手
を
洗
い

ま
し
ょ
う

・
食
品
は
、
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
加

熱
し
、
十
分
に
冷
ま
し
て
か
ら
清
潔

な
箸
で
弁
当
箱
に
詰
め
ま
し
ょ
う

・
お
弁
当
は
、
涼
し
い
と
こ
ろ
で
保
管

し
、
早
め
に
食
べ
ま
し
ょ
う

・
食
べ
残
し
の
食
品
は
、
思
い
切
っ
て

捨
て
ま
し
ょ
う

○
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
す
る
と
き
は
、

　

生
肉
に
は
Ｏ
１
５
７
、
カ
ン
ピ
ロ
バ

ク
タ
ー
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
な
ど
の
食
中
毒

菌
が
付
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

・
生
肉
と
野
菜
は
別
々
に
盛
り
付
け
ま

し
ょ
う

・「
焼
く
と
き
の
箸
」
と
「
食
べ
る
と

き
の
箸
」
は
区
別
し
ま
し
ょ
う

・
肉
は
中
心
部
ま
で
十
分
に
加
熱
し
て

食
べ
ま
し
ょ
う

○
ハ
イ
キ
ン
グ
や
魚
釣
り
の
と
き
は
、

　

見
慣
れ
な
い
野
草
や
フ
グ
な
ど
の
素

人
調
理
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
食
用
と
間
違
え
や
す
い
有
毒
植
物
〉

▽
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
（
オ
オ
バ
ギ
ボ
ウ
シ
、

ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
と
間
違
え
や
す

い
）
▽
ス
イ
セ
ン
（
ニ
ラ
、
ノ
ビ
ル
と

間
違
え
や
す
い
）
▽
ト
リ
カ
ブ
ト
（
ニ

リ
ン
ソ
ウ
、
モ
ミ
ジ
ガ
サ
と
間
違
え
や

す
い
）
▽
イ
ヌ
サ
フ
ラ
ン
（
ギ
ョ
ウ
ジ

ャ
ニ
ン
ニ
ク
、
ギ
ボ
ウ
シ
と
間
違
え
や

す
い
）

　

食
中
毒
に
関
す
る
情
報
は
厚
生
労
働

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

ダ
ニ
媒
介
性
疾
患
に
注
意

　

春
か
ら
秋
に
か
け
て
マ
ダ
ニ
の
活
動

が
活
発
に
な
り
ま
す
。
マ
ダ
ニ
に
咬
ま

れ
る
こ
と
で
病
原
体
に
感
染
し
、
日
本

紅
斑
熱
や
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候

群
（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）
な
ど
の
病
気
に
か
か

り
、
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

マ
ダ
ニ
は
比
較
的
大
型
（
吸
血
前
で

３
〜
４
㍉
）
の
ダ
ニ
で
、
主
に
森
林
や

草
地
等
の
屋
外
に
生
息
し
、
日
本
で
も

全
国
的
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

　

熊
本
県
で
は
、
日
本
紅
斑
熱
や
ダ
ニ

の
仲
間
で
あ
る
ツ
ツ
ガ
ム
シ
の
幼
虫
の

吸
血
に
よ
っ
て
感
染
す
る
つ
つ
が
虫
病

が
毎
年
複
数
例
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

外
出
す
る
と
き
は
、
ダ
ニ
予
防
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

○
ダ
ニ
媒
介
性
疾
患
の
予
防
対
策

①
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い
こ
と
が
重
要

で
す
。

②
森
林
や
草
地
な
ど
マ
ダ
ニ
が
多
く
生

息
す
る
場
所
に
入
る
場
合
は
、
長
袖
、

長
ズ
ボ
ン
、
足
を
完
全
に
覆
う
靴
な
ど

を
着
用
、
肌
の
露
出
を
少
な
く
す
る
。

Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
（
虫
よ
け
剤
の
成
分
）
を
含

む
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
も
有
効
で
す
。

③
屋
外
活
動
後
は
、
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ

て
い
な
い
か
確
認
す
る
。

④
吸
血
中
の
マ
ダ
ニ
に
気
が
つ
い
た
際

は
、
速
や
か
に
病
院
（
皮
膚
科
）
で
処

置
す
る
。

⑤
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
後
に
発
熱
等
の

症
状
が
出
た
場
合
は
、
病
院
へ
受
診
す

る
。

※
マ
ダ
ニ
は
、
衣
類
や
寝
具
に
発
生
す

る
ヒ
ョ
ウ
ダ
ニ
な
ど
家
庭
内
に
生
息
す
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る
ダ
ニ
と
異
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
本
県
健
康
危
機
管
理
課

　
　

感
染
症
・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　

対
策
班　

☎
３
３
３－

２
２
４
０

福
祉
・
子
育
て

臨
時
福
祉
給
付
金
・

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

政
府
は
、
平
成
27
年
度
も
「
臨
時
福

祉
給
付
金
」
と
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
」
を
支
給
す
る
方
針
を
決
め

て
い
ま
す
。
支
給
時
期
や
申
請
方
法
な

ど
は
、
ご
案
内
で
き
る
段
階
に
な
り
ま

し
た
ら
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
順
次
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

厚
生
労
働
省
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
０
５
７
０－

０
３
７－

１
９
２

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
６

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
制
度

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て

も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般

的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大

学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１

年
以
上
で
あ
る
課
程
）
に
在
学
す
る
学

生
等
で
、
ご
本
人
の
前
年
所
得
が
次
の

計
算
式
で
計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ
る

こ
と
が
条
件
で
す
。

１
１
８
万
円
＋

　
（
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
）

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
が
、

承
認
を
受
け
た
次
の
年
度
も
在
学
予
定

で
あ
る
場
合
、
４
月
始
め
に
再
申
請
の

用
紙
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
希
望
の

場
合
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
ご
返

送
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
３
６
７－
８
１
４
４

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

環
境４

月
19
日
は
町
内
一
斉
清
掃
日

　

４
月
19
日
（
日
）
は
、
春
の
町
内
一

斉
清
掃
日
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
の
も
と
各
地

区
の
清
掃
美
化
を
実
施
し
、
美
し
く
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
自
分
の
家
の
周
辺
だ
け
で
な
く
、

ふ
だ
ん
気
付
か
な
い
よ
う
な
所
も
き
れ

い
に
し
て
地
域
の
環
境
美
化
に
協
力
し

ま
し
ょ
う
。

○
粗
大
ご
み
収
集

　

４
月
19
日
（
日
）
は
、
町
内
一
斉
清

掃
に
併
せ
て
粗
大
ご
み
を
収
集
し
ま
す
。

　

必
ず
こ
の
日
の
決
め
ら
れ
た
時
間
に
、

各
地
区
指
定
の
収
集
場
所
に
お
出
し
く

だ
さ
い
。（
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
）

　

例
年
、
タ
イ
ヤ
、
洗
濯
機
、
テ
レ
ビ

等
の
収
集
で
き
な
い
も
の
の
排
出
や
指

定
時
間
以
外
の
排
出
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
必
ず
ル
ー
ル
を
守
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

春
の
狂
犬
病
予
防
注
射

　

春
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
日

程
で
実
施
し
ま
す
。
犬
を
飼
う
場
合

は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
く
予
防
注

射
が
飼
い
主
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
必
ず

年
１
回
の
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
料
金
は
１
頭
当
り
３
０
７
０
円
で

す
。
登
録
さ
れ
て
い
な
い
犬
は
別
途
登

録
料
３
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。
都
合

の
よ
い
場
所
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
東
地
区
】

○
期
日　

４
月
22
日
（
水
）

○
場
所
及
び
時
間

・
西
村
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　

８
時
50
分
〜
９
時
20
分

・
上
六
嘉
公
民
館

　
　

９
時
30
分
〜
10
時
10
分

・
北
甘
木
公
民
館

　
　

10
時
20
分
〜
10
時
50
分

・
井
寺
公
民
館

　
　

11
時
00
分
〜
11
時
30
分

・
下
六
嘉
公
民
館

　
　

13
時
30
分
〜
14
時
10
分

・
三
郎
無
田
公
民
館

　
　

14
時
20
分
〜
14
時
40
分

・
東
小
学
校
正
門
前

　
　

14
時
50
分
〜
15
時
20
分

【
西
地
区
】

○
期
日　

４
月
23
日
（
木
）

○
場
所
及
び
時
間

・
上
島
公
民
館

　
　

８
時
50
分
〜
９
時
30
分

・
鯰
公
民
館

　
　

９
時
40
分
〜
10
時
20
分

・
上
仲
間
公
民
館

　
　

10
時
30
分
〜
10
時
50
分

・
下
仲
間
公
民
館

　
　

11
時
00
分
〜
11
時
20
分

・
犬
渕
公
民
館

　
　

13
時
30
分
〜
13
時
50
分

・
高
田
公
民
館

　
　

14
時
00
分
〜
14
時
20
分

・
西
小
学
校
西
側
消
防
倉
庫
前
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14
時
30
分
〜
15
時
10
分

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

ミ
ツ
バ
チ
へ
の
農
薬
危
害
防
止

　

カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花
期
防
除
に
当
た

っ
て
は
、
農
薬
散
布
に
よ
る
ミ
ツ
バ
チ

へ
の
危
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
近
く
の

養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除
計
画
な

ど
自
前
に
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
農
薬
散
布
に
際
し
て
は
、
ミ

ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な
い

よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
農
業
技
術
課

☎
３
３
３－

２
３
８
１

感
電
事
故
の
防
止
の
お
願
い

　

鯉
の
ぼ
り
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、

感
電
事
故
防
止
の
た
め
、
電
線
付
近
で

の
鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
や
魚
釣
り
は
絶
対

に
行
わ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

万
一
、
鯉
の
ぼ
り
や
釣
り
糸
な
ど
が

電
線
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
自
分
で
取

ろ
う
と
せ
ず
、
お
近
く
の
九
州
電
力
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

九
州
電
力
㈱
熊
本
東
営
業
所

　
　

☎
０
１
２
０－

９
８
６－

６
０
４

旅
券パ

ス
ポ
ー
ト
所
要
日
数
が

短
縮
さ
れ
ま
す
!!

　

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
か
ら
受
取
ま
で
の

所
要
日
数
が
４
月
１
日
か
ら
９
日
間
に

な
り
２
日
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

○
申
請
・
受
取
場
所

　

嘉
島
町
で
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

は
、
嘉
島
町
役
場
町
民
課
旅
券
窓
口

○
申
請
時
間

　

月
〜
金
曜
日
の
９
時
〜
16
時
30
分

○
交
付
時
間

　

月
〜
金
曜
日
の
９
時
〜
17
時

※
申
請
、
交
付
と
も
に
閉
庁
日
除
く

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
旅
券
窓
口

☎
２
３
７－

１
１
１
１

募
集
・
講
座
・
試
験

嘉
島
町
食
生
活
改
善
推
進
員

協
議
会
新
規
会
員
募
集

　

嘉
島
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

は
、
新
規
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

生
活
習
慣
を
見
直
し
、
食
に
関
す
る

学
習
を
深
め
、
実
践
す
る
活
動
を
通
じ
、

町
民
の
健
康
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
一
緒
に
活

動
し
て
い
た
だ
け
る
方
、
興
味
の
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
協
議
会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

《
主
な
活
動
内
容
》

　

調
理
実
習
な
ど
の
自
主
学
習
会
を
実

施
し
、
そ
の
内
容
を
広
報
誌
に
掲
載
し
、

学
習
し
た
こ
と
を
伝
え
る
活
動
や
３
歳

児
健
診
の
お
や
つ
づ
く
り
、
地
域
に
出

向
く
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
鯰
サ
ロ
ン
や
上
六
嘉

サ
ロ
ン
で
健
康
教
室
、
東
小
学
校
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
お
や
つ
づ
く
り
な

ど
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議

　
　

会
事
務
局
（
役
場
町
民
課
保
健
係
）

☎
２
３
７－

２
５
７
４

県
立
農
大
農
作
業
安
全
講
座

（
大
特
・
け
ん
引
免
許
取
得
）

　

農
作
業
の
安
全
と
農
業
機
械
の
効
率

的
な
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
大
特
・

け
ん
引
免
許
を
取
得
で
き
る
講
座
が
県

立
農
大
で
開
講
さ
れ
ま
す
。

○
対
象
者　

①
県
内
に
居
住
す
る
専
業

農
家
、
第
１
種
兼
業
農
家
の
構
成
員
で
、

大
型
特
殊
車
両
の
農
業
機
械
を
有
す
る

方
又
は
利
用
し
て
い
る
方
（
予
定
含

む
）

②
県
内
に
居
住
す
る
農
業
生
産
組
織
又

は
農
業
生
産
法
人
の
構
成
員
、
オ
ペ
レ

ー
タ
で
あ
り
、
大
型
特
殊
車
両
の
農
業

機
械
を
運
転
・
操
作
す
る
業
務
を
担
う

方
（
運
転
免
許
試
験
の
受
験
資
格
を
満

た
す
必
要
あ
り
）

○
募
集
期
間　

５
月
８
日
（
金
）
ま
で

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

○
会
場　

県
立
農
業
大
学
校

○
日
程　

１
講
座
４
日
間
（
詳
し
い
内

容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

【
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

上
益
城
地
域
振
興
局

　
　
　

農
業
普
及
・
振
興
課

☎
２
８
２－

０
３
０
５

障
が
い
者
委
託
訓
練
受
講
生
募
集

　

障
が
い
の
あ
る
方
（
身
体
、
知
的
、

精
神
、
発
達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能
障

が
い
）
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練
を
企

業
等
に
委
託
し
て
県
内
各
地
で
行
っ
て

お
り
、
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

仕
事
に
必
要
な
技
能
習
得
（
パ
ソ
コ
ン

操
作
や
実
習
等
）
の
た
め
の
25
コ
ー
ス

を
計
画
し
て
お
り
、
訓
練
期
間
は
原
則

３
か
月
、
受
講
料
は
無
料
で
す
（
教
材

代
な
ど
は
必
要
）。

○
申
込
先

求
職
者
…
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

在
職
者
…
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
３
７
８－

０
１
０
２

危
険
物
取
扱
者
試
験

○
試
験
種
類　

甲
種
、
乙
種
第
１
類
〜
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第
６
類
、
丙
種

○
試
験
日　

６
月
７
日
（
日
）

○
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請

　

４
月
13
日
（
月
）
〜
４
月
22
日
（
水
）

・
電
子
申
請

　

４
月
10
日
（
金
）
〜
４
月
19
日
（
日
）

○
試
験
地　
　

熊
本
市　

他

○
願
書
配
置
場
所

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支

部
、
熊
本
市
消
防
局
・
県
下
消
防
本
部

及
び
熊
本
県
総
務
部
市
町
村
・
税
務
局

消
防
保
安
課

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

熊
本
県
支
部

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１
丁
目
11－

４
、

熊
本
県
教
育
会
館
４
階

☎
３
６
４－

５
０
０
５

相　

談　
心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

４
月
22
日
（
水
）　

弁
護
士

５
月
27
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！

消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
消
費
生
活
相
談
室
は
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
ロ
ー
ン
の
契
約
問

題
、
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
な
ど
、

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
向
け
て
、

消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

第
１
、
３
火
曜
日
に
は
、
無
料
法
律

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
２－
３
１
１
１

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
１
１
１

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

■
不
実
告
知
（
不
正
確
・
過
剰
な
説

明
）
に
関
す
る
相
談

相
談
例
〜
売
電
で
約
２
万
円
の
収
入
が

あ
る
と
言
わ
れ
た
の
で
契
約
し
た
が
、

多
い
月
で
も
１
万
円
程
度
し
か
売
電
収

入
が
入
ら
な
い
。

対
処
法
〜
売
電
収
入
は
、
気
象
条
件
や

設
置
条
件
、
ご
家
庭
の
電
気
の
使
用
状

況
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
売
電
収
入

を
保
証
す
る
よ
う
な
言
い
方
に
は
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

■
施
行
に
関
す
る
相
談

相
談
例
〜
太
陽
光
発
電
を
取
り
付
け
た

が
、
ず
さ
ん
な
工
事
で
雨
漏
り
が
発
生
。

補
償
し
て
ほ
し
い
。

対
処
法
〜
契
約
す
る
前
に
業
者
が
確
か

な
技
術
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
施
行
不

良
が
あ
っ
た
場
合
に
補
償
を
受
け
ら
れ

る
か
な
ど
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

設
置
工
事
の
業
者
に
つ
い
て
は

・
メ
ー
カ
ー
の
施
行
Ｉ
Ｄ
を
も
っ
て
い

る
か

・
リ
フ
ォ
ー
ム
瑕
疵
保
険
に
加
入
し
て

い
る
か

な
ど
の
確
認
を
お
勧
め
し
ま
す
。

相
談
例
〜
訪
問
販
売
で
家
に
来
た
業
者

と
契
約
し
た
が
、
信
頼
で
き
る
業
者
か

ど
う
か
教
え
て
ほ
し
い
。

対
処
法
〜
業
者
が
取
り
扱
っ
て
い
る
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
メ
ー
カ
ー
に
確

認
し
た
り
、
す
で
に
設
置
し
た
方
の
意

見
を
聞
い
た
り
、
業
者
の
情
報
を
収
集

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
他
の

業
者
に
見
積
も
り
を
し
て
比
べ
る
相
見

積
も
り
を
取
っ
て
比
較
し
て
み
る
こ
と

も
一
つ
の
方
法
で
す
。
施
行
に
関
す

る
一
定
の
基
礎
知
識
や
技
術
レ
ベ
ル
を

持
つ
者
を
認
定
す
る
「
Ｐ
Ｖ
施
行
技
術

者
」
と
い
う
資
格
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

■
迷
惑
な
勧
誘
方
法
に
関
す
る
相
談

相
談
例
〜
来
訪
し
た
業
者
に
長
時
間
、

強
引
に
勧
め
ら
れ
て
契
約
し
て
し
ま
っ

た
。
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
仕
方
を
教
え

て
ほ
し
い
。

対
処
法
〜
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
は
、
消
費

者
が
訪
問
販
売
な
ど
の
不
意
打
ち
的
な

取
引
で
契
約
し
た
場
合
に
、
一
定
期
間

で
あ
れ
ば
無
条
件
で
一
方
的
に
契
約
を

解
除
で
き
る
制
度
で
す
。

　

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
上
記
の

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

見守り新鮮
情報 4月号

《
太
陽
光
発
電
の
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
!!
》
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嘉島町の健診結果の現状
　嘉島町国民健康保険の平成 26 年度の特定健診では対象者の約半数の 768 名の方が受診されました。
このうち男性は腹囲異常（腹囲 85cm以上）の方が約半数おり、女性の方も４～５人に１人は腹囲異常（腹
囲 90cm）という結果でした。その他の健診結果についても以下の通りとなっています。

　このように健診結果から、数値に異常がある方が多く見られました。
　生活習慣病は自覚症状がなく、少しずつ動脈硬化を進行させ、認知症や大きな病気（脳卒中、心臓病）
につながります。こうならないためにも早めに自分で気づき、自分で対処することが必要です。
　「自分を知る」機会に健診を受けましょう !!

☆血糖値
　右図は血糖値が少し高くなってきた
方の割合を示しています。
　過去５年間の結果より HbA1c5.6％以
上の方の割合を見ても、血糖値が高く
なってきている方は７～８割いること
がわかり、とても多い状況ということ
がわかります。

☆血圧
　右図は血圧が高くなってきた方の割
合を示しています。
　血圧は男性に高い方が多く、全体で
見ても血圧が高めの方が４割程度いま
す。

☆脂質
　右図は脂質の値が少し高くなってき
た方の割合を示しています。
　中性脂肪値が高い方は男性に多く、
肥満、腹囲異常者も男性に多いことか
ら、内臓脂肪から中性脂肪値が高くなっ
ていることが考えられます。

0.0%

H22

HbA1c
5.6%以上

空腹時血糖値
100mg/dl 以上

10.0%
20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

H23 H24 H25 H26

約７～８割

0.0%
5.0%

10.0%
15.0%
20.0%
25.0%
30.0%
35.0%
40.0%
45.0%

H22

拡張期血圧
85mmHg 以上

収縮期血圧
130mmHg 以上

50.0%

H23 H24 H25 H26

約４割

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

H22

LDL コレステロール
120mg/dl 以上

中性脂肪
150mg/dl 以上

70.0%

H23 H24 H25 H26

約５～６割

【お問い合わせ先】役場町民課保健係　☎２３７－２５７４
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40 ～ 75歳未満の方は対象です！
毎年１回特定健診を受けましょう♪

☆こんなこと思っていませんか？

元気なのにわざ
わざ受けなきゃ
いけないの？？

そんな時間も
お金もないし。

去年受けたから
今年は受けなく
てもいいかな…

毎年、健診を受け
ることはとても大
切です !!

⇩

↓

実は、健診を受診するといいことがあるんです♪実は、健診を受診するといいことがあるんです♪実は、健診を受診するといいことがあるんです♪

早期発見・対処で治療費を安くすることも可能です！
自覚症状が出てからだと、
　　　　　　　治療に時間もお金もかかります !!

生活習慣病は進行するまで
　　　自覚症状はありません。
自分では元気と思っていても、
からだの中で異常が静かに進
行していることがあります。

≪１年間にかかる医療費≫
●生活習慣病を治療中の方で
健診を受診した方

健診を受診していない方

9,736 円

27,455 円

約３倍

↓
●生活習慣病の有無関係なく、
健診を受診した方

健診を受診していない方

3,672 円

9,692 円

約３倍

メタボのリスクが３～４個ある人は０の人に比べて心臓病の危険が 31倍 !!
結果に異常があれば、早めの対策で病気の芽をつみとり、重症化を防ぎましょう！

【お問い合わせ先】役場町民課保健係（嘉島町国民健康保険）　☎２３７－２５７４
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後期高齢者医療制度の対象となる方

平成 26・27年度の保険料率

平成 27年度は保険料軽減対象者が拡大します。

・75 歳以上の方（75 歳の誕生日から自動的に加入）
・65 歳から 74 歳までの方で一定の障がいのある方（嘉島町に申請し、後期高齢者医療広域連合
　の認定を受けた日から加入）

※一定の障がいがある方とは、身体障害者手帳に記載された障がいの等級が１～３級及び４級の一部の方などです。
※一定の障がいに該当する方の加入（障がいの認定の申請）は任意です。障がいの認定は、いつでも申請することができ、
　いつでも撤回することができます。ただし、過去にさかのぼって撤回することはできません。
※生活保護を受けている方及び外国人の方で在留期間が３か月未満である方などは対象になりません。

後期高齢者医療制度の保険料率は、２年ごとに見直されています。

所得が低い方や被用者保険加入者（※）に扶養されていた方の保険料は、継続して軽減されます。

◆保険料の均等割額（被保険者全員が等しく負担する保険料）の軽減
　世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等の合計額が

（※）被用者保険とは協会けんぽ、健保組合、共済組合などです。

均 等 割 額

47,900 円

保 険 料 額
　　（年額）

※年額57万円が上限です

（被保険者１人当たり）

均 等 割 額

9.26％
×

所得割率

総所得金額等－33万円
　　　　　　（基礎控除）＝ ＋

所得が低い方の軽減

「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯で、被
保険者全員の年金収入の控除額をそれぞれ80万円
として計算したうえで所得が０円となる場合

⇨保険料の均等割額を９割軽減

「基礎控除額（33万円）」＋「26万円×世帯の
　被保険者数」を超えない世帯（拡大） ⇨保険料の均等割額を５割軽減

「基礎控除額（33万円）」＋「47万円×世帯の
　被保険者数」を超えない世帯（拡大） ⇨保険料の均等割額を２割軽減

「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯 ⇨保険料の均等割額を８.５割軽減

＊均等割の軽減判定についての総所得金額等は、公的年金等特別控除後
（専従者控除や譲渡所得特別控除の適用前）の金額になります。

後期高齢者医療被保険者の方へお知らせ
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～特別徴収から口座振替への変更について～

平成 27年度後期高齢者医療保険料の納め方

被用者保険加入者に扶養されていた方も、保険料が軽減されます。
特別措置として、当分の間は保険料の均等割額が９割軽減されます（所得割額はかかりません）。
対象となる方…資格を得た日の前日まで、被用者保険加入者に扶養されていた方

　後期高齢者医療保険料は、特別徴収（年金からの差し引き）又は普通徴収（納付書又は口座
振替）により納めることになります。

　また、現在普通徴収の方（年金受給額が年間 18 万円未満の方を除く）で、平成 26 年４月２
日以降に 75 歳の誕生日を迎えられた方は、次のとおり平成 27 年度途中から特別徴収となりま
すのでご注意ください。

　後期高齢者医療保険料を特別徴収（年金からの差し引き）により納めている方は、申し出に
より、保険料を口座振替での納付へ変更することができます。

【お問い合わせ先】役場税務課　課税係　☎２３７－２６３９

◆保険料の所得割額（所得に応じて負担する保険料）の軽減
　被保険者の総所得金額等が

被用者保険加入者に扶養されていた方の軽減

「基礎控除（33万円）」＋58万円を超えない方 ⇨保険料の所得割額を５割軽減

特別徴収の方
平成 27 年４月より年金からの差し引きにより保険料を納めていただきます。
普通徴収の方
平成 27 年４月より納付書又は口座振替により保険料を納めていただきます。

75歳の誕生日 普通徴収の月 特別徴収の開始月

平成26年４月２日～
平成26年10月１日の間 普通徴収はありません 平成27年４月から

平成26年10月２日～
平成26年12月１日の間 平成27年４・６・７・８・９月 平成27年10月から

平成26年12月２日～
平成27年２月１日の間 平成27年４・６・７・８・９月 平成27年10月から

平成27年２月２日～
平成27年２月28日の間 平成27年４・６・７・８・９月 平成27年10月から

平成27年３月１日～
平成27年３月31日の間 平成27年７・８・９月 平成27年10月から
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　平成 27 年度から国民健康保険税率が改正されました。
　医療費の増加により、嘉島町国民健康保険（国保）は、赤字運営が続いており、不測の事態に備えて積
み立てていた基金を取り崩すことにより健全運営を維持してきましたが、その基金もほぼ底ついた状況と
なり、今後も国保の安定的な運営を図るため、12 年ぶりに税率改正を行いました。
　税率改正による収入増を図っても、引き続き医療費の抑制が課題となります。日頃からの健康管理と特
定健診受診による生活習慣病の発症予防、重症化予防が医療費抑制と保険税負担の軽減に繋がります。
　被保険者の皆様のご理解とご協力をお願いします。

《税率改正が家計に与える影響のモデルケース》

※　世帯ごとの税額は、７月中旬に税務課から送付する納税通知書でご確認ください。
　第１・２期（４・６月）の税額は、前年度分の算定根拠及び旧税率・額に基づく仮徴収税額です。

【お問い合わせ先】国保制度については、役場町民課保健係　☎２３７－２５７４
　　　　　　　　 税額算定については、役場税務課課税係　☎２３７－２６３９

【医療分】
　…医療費等の支払いに充てる税
【後期支援金分】
　…後期高齢者医療制度に充てる税
【介護納付金分】
　…介護保険事業に充てる税
　（40 ～ 64 歳の被保険者が対象）

【所得割】…被保険者の前年の所
　得にかかる税率
【資産割】…当年度の固定資産税
　額にかかる税率
【均等割】…被保険者１人あたり
　の税額
【平等割】…１世帯あたりの税額

平成 26 年度
（改正前）

平成 27 年度
（改正後） 比較

医
療
分

所得割 6.9％ 7.0％ 0.1％

資産割 38％ 28.0％ △ 10.0％

均等割 22,200 円 31,000 円 8,800 円

平等割 29,000 円 31,000 円 2,000 円

後
期
支
援
金
分

所得割 2.1％ 2.1％ 据え置き

資産割 7.0％ 8.0％ 1.0％

均等割 6,800 円 10,000 円 3,200 円

平等割 6,000 円 9,000 円 3,000 円

介
護
納
付
金
分

所得割 0.7％ 1.4％ 0.7％

資産割 4.7％ 5.7％ 1.0％

均等割 5,800 円 8,000 円 2,200 円

平等割 3,500 円 5,000 円 1,500 円

Ａ世帯 Ｂ世帯 Ｃ世帯

条
件

世帯構成 40 代夫婦＋子ども２人 65 歳以上２人世帯 65 歳以上１人世帯

世帯年間所得 233 万円 年金収入 78 万円×２人 年金収入 78 万円

固定資産税額 50,000 円 30,000 円 無

税
額

改正前税率による年税額 384,900 円 41,400 円 19,200 円

改正後税率による年税額 455,800 円 47,400 円 24,300 円

差額 70,900 円 6,000 円 5,100 円

国民健康保険税率が変わりました
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４ 月 の 納 税 等 ５ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }①　期介護保険料
保育所利用料……………４月分
下水道使用料……………３月分
納期限日（口座振替日）
平成27年４月30日（木）

固定資産税……………… ①　期
軽自動車税………………全　期
保育所利用料……………５月分
下水道使用料……………４月分
納期限日（口座振替日）
　　平成27年６月１日（月）

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時

４月22日
５月13日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認下さい。　“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

◎ 

交
通
事
故
〜
２
月
は
69
件
。
け
が

が
有
る
事
故
は
減
り
ま
し
た
が
、

け
が
が
無
い
事
故
は
大
幅
に
増
え

ま
し
た
。

◎ 

刑
法
犯
〜
自
転
車
盗
が
発
生
し
、

万
引
き
が
急
増
し
ま
し
た
。

※ 

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
る
と
と
も

に
、
駐
車
す
る
際
、
自
転
車
や
車

の
ド
ア
の
ロ
ッ
ク
は
確
実
に
実
施

し
ま
し
ょ
う
！

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）・平成 27 年２月末現在
交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H27.2 3 66 0 0 5 0 0 1

H27 累計 14 124 0 0 5 0 0 2

前年比 ‒8 36 ‒1 ‒1 2 ‒2 ‒1 1

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H27.2 16 152 6 0 6 3 0 1

H27 累計 45 311 6 1 6 3 0 2

前年比 0 27 2 0 2 ‒4 ‒3 1

〔発行者〕御船警察署・御船地区防犯協会連合会（TEL282-1110　内線 261 ～ 264）

いか～知らない人に付いていかない
の～知らない人の車にはのらない
お～危なかったら、「助けて」とおおごえを出す
す～連れていかれそうになったら、すぐに逃げる
し～近くの大人に何があったかしらせる

新入学期における
子供の交通事故防止対策強化月間
期間：４月８日～４月15日

子どもたちの約束
いかのおすし

　あやしい人に声を掛けられたとき、あぶない
と思ったときに思い出してほしい標語「いかの
おすし」です。＜推進事項＞

○ 街頭における交通安全指導及保護誘導活動の
推進

○通学・通園路の安全の確保
○効果的な交通安全教育と広報活動の推進

県警からの情報提供
ゆっぴー安心メール

　県内で発生した声かけ事案、不審者情報、防犯
パトロールに有益な情報などをリアルタイムで携帯電
話やパソコンに提供されますので、子どもたちの安
全確保や地域の犯罪防止につなげるためにも積極的
に登録しましょう。
　配信希望のパソコン、携帯電話から下記のアドレ
スへ空メールを送信してください。
K110@ansin.police.pref.kumamoto.jp

はな～目をはなさない、手をはなさない
の～子どものわがままにのらない
か～かかわらない、不審者がいたらその場から

離れる
お～危ないこと、ダメなことをおしえる
り～リリリン、リリリン、防犯ベルを持たせる

保護者の皆さんに、ぜひ覚えておいてほしい
合言葉が「花のかおり」です。

保護者向けの合言葉
花のかおり
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人
権
問
題
の

　
　
　

正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その277〕

「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
等
を

　
　
　
　

め
ぐ
る
人
権
」

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
起
き
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
は
「
人
権
」
と
ど
ん

な
関
係
が
あ
る
の
か
を
、「
あ
る

日
の
出
来
事
」
を
通
し
て
、
一
緒

に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

● 

感
染
を
予
防
し
、
差
別
を
な
く

す
の
は
、
正
し
い
知
識

﹇
あ
る
日
の
出
来
事
﹈

『
お
兄
さ
ん
の
赤
い
リ
ボ
ン
』

　

ぼ
く
が
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
歩

い
て
い
る
と
、
近
所
に
住
む
大
学

生
の
お
兄
さ
ん
に
会
っ
た
。
胸
に

は
赤
い
バ
ッ
ジ
。「
あ
ら
、
可
愛

い
わ
」
と
お
母
さ
ん
。
す
る
と
、

お
兄
さ
ん
は
「
こ
れ
は
、『
レ
ッ

ド
リ
ボ
ン
』
と
い
っ
て
、
エ
イ
ズ

に
関
し
て
偏
見
を
持
た
な
い
、
エ

イ
ズ
と
と
も
に
生
き
る
人
を
差
別

し
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ん

で
す
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

　

エ
イ
ズ
と
い
う
言
葉
に
お
母
さ

ん
は
少
し
と
ま
ど
っ
て
、「
エ
イ

ズ
っ
て
怖
い
病
気
で
し
ょ
」
と
聞

く
と
、
お
兄
さ
ん
は
笑
っ
て
答
え

た
。「
エ
イ
ズ
を
引
き
起
こ
す
Ｈ

Ｉ
Ｖ
は
、
日
常
生
活
で
は
感
染
し

ま
せ
ん
よ
。
だ
か
ら
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
者
や
エ
イ
ズ
患
者
な
ど
を
避
け

た
り
、
恐
れ
た
り
す
る
こ
と
は
な

い
ん
で
す
」。
そ
の
夜
、
テ
レ
ビ

を
見
て
い
る
と
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
を

付
け
た
人
が
出
て
い
た
。
エ
イ
ズ

に
つ
い
て
き
ち
ん
と
考
え
て
い
る

人
は
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
る

ん
だ
な
ぁ
。

● 
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

　

エ
イ
ズ
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
）
に
感
染
し
て
起

こ
る
病
気
で
す
。
体
内
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ

を
死
滅
さ
せ
る
治
療
法
は
ま
だ
見

つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
在
で

は
、
薬
の
開
発
等
に
よ
り
、
早
期

に
診
断
し
、
早
く
治
療
を
開
始
す

る
こ
と
で
エ
イ
ズ
の
発
症
を
遅
ら

せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
方
で
は
、
エ
イ
ズ

に
つ
い
て
の
誤
っ
た
知
識
や
無
理

解
か
ら
生
じ
る
偏
見
や
差
別
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
病
気
に
加

え
、
こ
れ
ら
の
偏
見
や
差
別
が
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
を
苦
し
め
ま
す
。

エ
イ
ズ
に
関
す
る
問
題
で
必
要
な

こ
と
は
、
み
ん
な
の
関
心
と
理
解

で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
知

識
と
認
識
を
持
つ
こ
と
が
、
感
染

の
予
防
だ
け
で
は
な
く
、
不
安
や

偏
見
を
取
り
除
き
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

者
等
や
そ
の
家
族
へ
の
正
し
い
理

解
に
つ
な
が
り
ま
す
。

（
熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー
啓
発
資
料
よ
り
）

　インターネット上においては、匿名による書き込
みが可能なことを悪用して、個人の名誉やプライバ
シーを侵害するなどの種々の人権問題が起きていま
す。インターネットを正しく使用し、人権侵害をな
くすことが必要です。
　我が国のインターネットの利用人口は年々増加し、
平成25年末には約１億44万人となっています。こ
うしたインターネットの普及に伴い、その匿名性、
情報発信の容易さから、個人の名誉を侵害したり、
差別を助長する表現等、人権に係わる様々な問題が
発生しています。そのため、一般のインターネット
利用者等に対して、個人の名誉やプライバシーに関
する正しい理解を深めるための啓発活動を推進して
いくことが必要です。

　法務省の人権擁護機関では、インターネットを利
用した悪質な人権侵害については、プロバイダ等に
その情報の削除を求めるなど、適切な対応に努めて
います。
　また、小・中学生等の青少年の利用が年々増加し
ている一方、学校裏サイト等における誹謗中傷の書
き込み等、子どもが加害者や被害者になり、トラブ
ルに巻き込まれる事案も発生しています。そうした
状況を踏まえ、政府は、「青少年が安全に安心してイ
ンターネットを利用できる環境の整備等に関する法
律」を平成21年４月から施行し、インターネット関
係事業者にフィルタリングの提供を義務化するなど、
対策に取り組んでいます。

（法務省人権擁護局「人権の擁護」より）

インターネットによる人権侵害

0 10 20 30 40 50 60

他人を誹謗中傷する情報が掲載されること【57.7％】

プライバシーに関する情報が掲載されること【49.8％】

出会い系サイト等犯罪を誘発する場となっていること【42.9％】

捜査の対象となっている未成年の実名や顔写真が掲載されること【31.4％】

ネットポルノが存在していること【29.0％】

特にない・わからない【21.4％】

●内閣府「人権擁護に関する世論調査」（平成24年８月調査）から
インターネットによる人権侵害に関し、現在、どのような人権問題が起きている
と思いますか？ 複数回答（％）

他人に差別をしようとする気持ちを起させたり、それを助長するような情報が掲載されること【30.6％】
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■インターネットに関する人権侵犯
　事件の新規救済手続開始件数

786
658 636 671

件数
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End of the Year
　I can’t believe I’ve already lived in Kumamoto 
for almost eight months! Time has gone by very 
fast, and already it’s the end of the school year. 
I’m sure that after this busy year everyone is 
looking forward to spring break.
　This month was very eventful, full of some 
very fun times and also some sad ones. A 
few weeks ago Iwasaki-sensei from Kashima 
Higashi Elementary invited me to play soccer 
with some other teachers in the area. It was so 
much fun! I’m very bad at sports and hadn’t 
played soccer since I was maybe four years old, 
but nonetheless I had a great time. It was nice 
to meet other teachers from Kumamoto and 
spend some time with them outside of school. 
We even won a game!
　It was the graduation ceremony for Kashima 
Junior High School on March 14. It was very 
sad to say goodbye to the third graders. They 
made some very moving speeches and sang 
beautiful songs. I’m truly going to miss them. 
I know our time together was short, but they 
were always very kind students and often 

conversed with me in English. I wish them all the best of luck in high school. I hope 
we meet again!
　The two semesters I’ve been here have gone quite fast indeed. Soon I will go back 
to America to visit my family and friends. I can’t wait to show them pictures of 
Kashima and tell them about this wonderful town I live in now. 

今年度の終わり
　熊本に住み始めて８ヶ月になりました。時間が
あっという間に過ぎて、何だか信じられません！
そして、もうすぐ今年度が終わります。皆さんは
春休みを楽しみに待っているんでしょうね。
　今月は、楽しい事も悲しい事もたくさんありま
した。嘉島東小学校の岩崎先生が、熊本県内の先
生たちとのサッカーへ招待してくださいました。
とても楽しかったです！私はスポーツも下手だし、
４歳の頃以来サッカーをしていなかったけれど、
楽しめました。熊本で先生をしている人達に会う
ことができて良かったです。私たちのチームは一
勝しました！

　３月 14 日は嘉島中学校の卒業式でした。３年
生に「さよなら」を言うのは悲しかったです。３
年生の生徒達は、とても感動的な挨拶をして、素
敵な歌を歌いました。一緒にいた時間は８ヶ月と
短かったけれど、皆いつも優しく、私と英語で話
してくれました。卒業おめでとう！高校生になっ
てからも頑張ってください！また会いましょう！
　嘉島町に来てからの二学期は、あっという間で
した。私は、もうすぐ家族や友達に会うために、
アメリカへ一時帰国します。アメリカで嘉島町の
写真を見せて、嘉島町のことについて話すのを楽
しみにしています。

Charlotte Delautre
シャーロット・デロトレ

嘉島中学校卒業式で
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「サッカーがとても上手な
孫の名前です」

清村アツ子さん
（井寺）

中路　美穗さん（上島）

塚
本　

明
美
さ
ん
（
下
仲
間
）

天
草
に
潮
は
満
ち
つ
つ
昼
ふ
け
て
海
の
碧
さ
よ
空
に
溶
け
こ
む 

大
塚
シ
ズ
子

縁
側
の
椅
子
に
か
け
て
の
日
向
ぼ
こ
夫
は
う
と
う
と
気
持
よ
さ
そ
う 

北
澤
喜
美
子

初
夢
は
富
士
を
見
た
し
と
赤
富
士
の
絵
葉
書
枕
に
敷
き
て
眠
れ
り 

栗
﨑　

房
子

茹
で
あ
が
る
皿
い
っ
ぱ
い
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
孫
は
ハ
フ
ハ
フ
し
な
が
ら
食
ぶ
る 

栗
﨑　

廉
子

黒
猫
が
去
年
と
お
ん
な
じ
顔
を
し
て
道
に
ね
そ
べ
る
正
月
三
日 

工
藤　

明
子

親
し
み
て
荒
神
さ
ん
と
呼
ぶ
社
足
手
大
祭
に
一
日
に
ぎ
あ
う 

境　
　

益
代

仏
前
に
般
若
心
経
誦
じ
ゐ
る
傍
へ
に
ひ
孫
が
双
手
合
は
す
る 

榊
原
レ
イ
子

去
年
植
ゑ
し
ひ
ま
は
り
な
る
か
寒
中
に
芽
生
え
て
を
り
ぬ
今
朝
の
よ
ろ
こ
び 

津
出
ト
ヨ
子

認
知
症
五
人
に
一
人
と
聞
き
に
け
り
ぼ
ん
や
り
と
見
る
居
間
の
テ
レ
ビ
で 

三
池　

淑
惠

三
通
り
に
使
え
る
椅
子
の
売
ら
れ
お
り
刑
務
作
業
所
販
売
会
で 

本
住　

晴
美
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３
月
は
別
れ
の
季
節
。
例
年
の
こ
と
で
は
あ

り
ま
す
が
、
幼
稚
園
や
小
中
学
校
の
卒
園
、
卒

業
式
で
、
子
ど
も
た
ち
の
別
れ
の
涙
に
触
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
一
つ
ス
テ
ッ
プ
を
上
が
り
、
さ
ら
に
成
長

し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

年
度
末
で
も
あ
る
３
月
は
、
忙
し
い
日
が
続

き
ま
し
た
。
出
席
し
た
公
務
、
私
事
は
合
わ
せ

て
１
３
０
件
ほ
ど
に
も
上
り
、
あ
ら
た
め
て
体

力
と
健
康
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
町
議
会
定
例
会
は
改
選
後
初
め

て
の
議
会
。
議
員
の
皆
さ
ん
も
私
も
、
車
の
両

輪
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
と
気

持
ち
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
年
度
の
４
月
は
人
事
異
動
や
新
採
用
で
役

場
の
体
制
が
変
わ
り
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

意

輪

大
倉　

清
司　

様
（
上
島
）

　
　
　

平
成
27
年
３
月
20
日
現
在

一　

般　

寄　

付

３月の
　　 町長の動き

荒木町長談

１日 ・町消防団出初式
２日 ・庁内常会及び課長会議　・町議会臨時会　
 ・県管財課来庁応対
３日 ・自治労からの要望応対　・県市町村職員共済組

合会　・'15 くまもと経済レセプション
４日 ・御船警察署長来庁応対　・町議会運営委員会
 ・県水土里情報利活用協議会総会
５日 ・上六嘉藤田地区開発に伴う説明会
 ・九州電力熊本東営業所長来庁応対
６日 ・町総合計画審議会　・国交省副所長来庁応対
 ・坂本哲志衆議院議員「2015 春の集い」
７日 ・㈱クリクラ南九州熊本工場火入式及び竣工祝賀会
８日 ・高田堰掛土地改良区通常総会　・三郎無田総会
 ・伊藤昭正氏「旭日小綬章」受章祝賀会
９日 ・課長会議　・県社会福祉協議会来庁応対
 ・町消防団「消防庁長官表彰旗」受章報告応対
 ・国体九州ブロック大会実行委員会総会
 ・徳永功氏「卓越技能章」受章祝賀会
 ・県体協理事会
10 日 ・町議会第１回定例会　～ 13 日
11 日 ・県農業信用基金協会理事会
 ・熊本さわやか長寿財団理事会
 ・県社協連合会理事会
 ・県共同募金会理事会来庁応対
13 日 ・草村高森町長訪問
14 日 ・嘉島中学校卒業式
 ・宇城・上益城地区合同入隊入校予定者激励会
15 日 ・北甘木区総会　・下六嘉区総会
 ・野田たけし“新春のつどい”
16 日 ・課長会議　・監査委員辞令交付式
 ・県土改連合会来庁応対　・県財産審議会
 ・大西一史後援会「春の集い」
 ・斉藤隆士氏「旭日双光章」受章祝賀会
17 日 ・県雇用環境整備協会理事会
 ・自民党県連緊急選対会議
 ・土地改良事業団体連合会九州協議会会長会
18 日 ・県都市計画審議会　・町職員人権研修
 ・くまもと・むら再生フォーラム　
19 日 ・まち・ひと・しごと創生本部第１回会議
 ・町交通安全推進会議　・東海大学学位授与式
 ・町ごみ問題対策実行委員会　・嘱託員会議
20 日 ・嘉島幼稚園卒園式　・県土改連総会
 ・県共同募金会役員会及び理事会並びに評議員会
21 日 ・山都町合併 10 周年記念式典
 ・町消防団「消防庁長官表彰旗」受章祝賀会
22 日 ・高田区総会　・嘉島中央土地改良区総代会
23 日 ・課長会議　・御船警察署長来庁応対
 ・嘉島西小学校卒業式　・緑川の日実行委員会
24 日 ・町農業振興地域整備促進協議会
 ・県暴力追放運動推進センター評議員会
 ・県町村会評議員会及び定期総会
25 日 ・災害発生時における物資等の緊急輸送に係る協

定書調印式　・県環境整備事業団理事会
26 日 ・全国町村会行政委員会
 ・全国町村会正副会長会
 ・全国町村会理事会及び都道府県町村会長会
27 日 ・県建設技術センター臨時評議員会
 ・県町村監査委員協議会総会
 ・阿蘇くまもと空港国際線振興協議会役員会
29 日 ・滝河原区総会　・犬渕区総会
 ・鯰生産組合総会　・井寺区総会
 ・西村区総会　・上島消防団総会
30 日 ・課長会議　・上益城地域振興局長来庁応対
 ・市街化調整区域活性化協議会報告会
 ・県警察本部生活安全部参事官来庁応対
 ・町社会福祉協議会理事会及び評議員会
31 日 ・国民年金基金来庁応対　・県総務部長来庁応対
 ・熊本日日新聞事業部長来庁応対
 ・上益城広域連合退任式　・町役場退任式

嘉島幼稚園の卒園児と

　

こ
の
た
び
、
左
記
の
方
よ
り
嘉

島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地
域

福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
下
さ

い
。」
と
香
典
返
し
に
代
え
て
多

額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
う
よ
う
、
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

西
岡　

タ
エ
子　

様
（
下
六
嘉
）

　
　

亡　

弘　

様

　
西
岡　

惠
美
子　

様
（
上
六
嘉
）

　
　
　

亡　

ナ
ツ
ヱ　

様

　

林
田　

美
智
子　

様（
熊
本
市
）

　
　
　

亡　

木
村
ス
ゞ
子　

様

　　

村
本　

孝
廣　

様
（
上
六
嘉
）

　
　
　

亡　

重
子　

様

　

野
口　

俔
子　

様
（
上
島
）

　
　
　

亡　

重
登　

様
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嘉島町の人口動態
平成27年3月31日現在

（前月比）

人   口 9,141 人　

　男　　 4,397 人　

　女　　 4,744 人

世帯数　 3,380 世帯　（＋24）

  

  

  

  
 
  

  

  
「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係
に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のう
えsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。
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先
般
、
国
土
地
理
院
が
平
成
26
年
10

月
１
日
現
在
の
国
土
の
面
積
を
公
表
。

本
町
の
面
積
が
16
・
66
ｋ
㎡
か
ら
16
・

65
ｋ
㎡
に
修
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

計
測
の
基
礎
と
な
る
地
図
を
電
子
国

土
基
本
図
に
切
り
替
え
た
こ
と
で
面
積

の
精
度
が
向
上
し
た
た
め
と
の
こ
と
。

文
明
機
器
の
発
達
に
よ
り
労
せ
ず
し
て

体
重
が
減
る
し
く
み
を
私
の
体
に
も
取

り
入
れ
た
い
も
の
で
す
。 

（
係
）

前
田
　
賢
人
（
け
ん
と
）
く
ん

平
成
25
年
７
月
８
日
生

４月12日（日） 香田整形外科医院（嘉島町）
  ☎２３７－２８１１
４月19日（日） たなか内科眼科（嘉島町）
  ☎２３５－７２３５
４月26日（日） さかた耳鼻咽喉科（嘉島町）
  ☎２３７－４１３３
４月29日（水・祭） よしむら内科・循環器科（嘉島町）
  ☎２３５－７７７３
５月３日（日） からしま小児科（嘉島町）
  ☎２３５－６３３３
 古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８４－２０１０
５月４日（月・祭） 田上皮ふ科クリニック（御船町）
  ☎２８１－１１１２
５月５日（火・祭） 大串内科（嘉島町）
  ☎２３４－７８７３
５月６日（水・振） 山地外科胃腸科医院（嘉島町）
  ☎２３７－０００３
５月10日（日） 笹原外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８２－００７０
５月17日（日） のぐち皮ふ科（嘉島町）
  ☎２３７－４１１２

　（＋18）

（± ０）

　（＋18）

消
防
庁
長
官
表
彰

表
彰
旗
を
受
章

嘉
島
町
消
防
団

　

嘉
島
町
消
防
団
は
３
月
６
日
、平
成
26
年
度
の
消
防

功
労
者
消
防
庁
長
官
表
彰
で
表
彰
旗
を
受
章
し
ま
し

た
。同
表
彰
は
、
防
災
思
想
の
普
及
や
災
害
防
止
対
策

な
ど
で
、
そ
の
成
績
が
特
に
優
秀
か
つ
他
の
模
範
と
な

る
団
が
対
象
。町
消
防
団
は
、４
分
団
13
部
、３
６
４
人

の
団
員
で
構
成
。町
民
の
生
命
、財
産
を
守
る
た
め
、訓

練
や
年
末
警
戒
を
実
施
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
活

躍
し
て
い
ま
す
。

左から荒木泰臣町長、金澤清二団長、榮光男副団長、佐藤光正副団長


